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安全のため必ずお守りください 
 
　 
 
 

ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
 
 　　　　　●この「取扱説明書」では、本装置を安全にお使いいただくために、必ずお守りい 

　　　　　　ただくことを、　　　　　　　　　　　にわけてお知らせしています。あなたや 

　　　　　　他の人々への危害や物的損害を未然に防止するために、必ずお守りください。 

　　　　　●お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保管して 

　　　　　　ください。 

　警告、 　注意 

　警告　 　死亡または重傷を負う可能性がある状況を示す。 

　軽傷または中程度の障害、また 
　  物的損害の発生のみが予測される状況を示す。 
 

火災発生時には、すみやかに火元から離れ 
てください。 

取付け時の注意について。 

・燃焼物、消火薬剤の飛散により、ヤケドなどの事故が発生する恐れがあります。 

　警告　 　死亡または重傷を負う可能性がある状況を示す。 

排気用装置を設ける場合には、起動、又は 
感知と連動して停止（ダクト閉又はファン 
停止）する様に構成してください。 
・消火薬剤が排気され、消火できなくなる場合があります。 

・制御盤部に水滴、油滴、金属粉の侵入しない箇所へ設置してください。 

・振動、衝撃のある箇所には設置しないようにしてください。 

・使用温度範囲（0～＋40℃）を超える所、結露の発生する所へは設置しないで 

　ください。 

・制御盤部の設定をみだりに変えないようにしてください。 

・キャビネットが変形しないように取付けてください。 

・配管内に異物が入らないように注意し、接続部ネジは確実に締付けてください。 

・検知器、各移報間の試験は取扱説明書に基づいて実施してください。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P57～P64） 

　注意 

　 



　軽傷または中程度の障害、また 
　  物的損害の発生のみが予測される状況を示す。 
 

設置、維持管理時の注意について。 

・電源表示灯が点灯していることを確認してください。 

・蓄圧式容器の指示圧力計の指針が緑色範囲内にあるか、定期的に点検してくだ 

　さい。（AFF－6B） 

・貯蔵容器（ADC－20B以外）および加圧用ガス容器（ADC－20B）のガス質量が 

　範囲内にあるか、定期的に点検してください。 

・銅管に変形がなく、ノズルがセットされた位置に取付けられていること。 

・電気配線被覆に損傷がないこと。 

・起動軸にセットピンが取付けられ、起動可能状態であること。 

・ソレノイドのロックピンキーパーが起動可能状態の位置にあること。 

　（ACO-60B、100B） 

・火災時以外は起動押しボタンを押さないように注意してください。 

・検知器はセットされた位置に取付けられ、異物が付着していないこと。 

・設置後4年を経過したガス発生器、検知器、ノズルキャップ、設置後8年を経過 

　した消火薬剤（泡消火薬剤、粉末消火薬剤）は必ず交換するようにしてください。 

・点検業者に定期点検を依頼してください。（6ヶ月に1回程度） 

　注意 

　 

　軽傷または中程度の障害、また 
　  物的損害の発生のみが予測される状況を示す。 
 

設置、点検等の詳細な事項につきましては、 
マニュアルを参照して装置の性能を十分に得られ 
るようにしてください。 

使用後の処置・注意について。 

・放射後は被射体の表面に付着した消火薬剤を完全に拭き取り、十分に乾燥させ 

　てください。 

・消火時は被射体に近づかないように注意してください。被射体に覆いがある場合 

　は消火が確認されるまでは開けないようにしてください。 

・消火後は制御盤の電源を切り、移報関連の処置をして安全を確認してください。 

・起動後はノズル、配管内を十分にクリーニングしてください。特に液体の消火 

　薬剤の場合はノズルを外し、詰まりがある場合は取り除いてください。 

・起動後は消火薬剤、ガス発生器、ノズル部分の交換および装置の機能試験が必要 

　となりますので点検業者に依頼してください。 

　注意 

　 

　その他 
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1. ABLE（エイブル）の概要

ABLE（エイブル）の特長

近年、産業機器の発達は目ざましいものがあり、これらの機器は、電子機器によってコントロー
ルされ、省力化、無人化が進んでいます。これらの産業機器に対応し消火性能が高く、かつ小型
の全自動消火システムとして開発されたのが、二酸化炭素消火薬剤、泡消火薬剤、粉末（ＡＢＣ）
消火薬剤を使用した自動消火システムＡＢＬＥ（エイブル）です。
センサーには、火災に対しての応答速度の非常に早い高精度な感熱半導体素子（サーミスタ）を
使用しており、対象物への取付けが容易な様にコンパクト化されています。
火災の発生をサーミスタ熱検知器で捕え、自動的に消火剤を放出、消火する基本機能に加え、シ
ステムとしての各種のコントロール機能をもった制御盤が小型のキャビネットに集約されてい
ます。

●センサーにサーミスタ熱検知器を標準装備
●高精度な温度設定（作動温度６０℃～１２０℃任意設定）
●外部配線、内部配線の断線、起動回路の異常検出機能
●電気式起動装置を使用した信頼性の高い起動装置
●自動監視、手動監視の切替
●ＯＲモード、ＡＮＤモードの切替
●遅延タイマー設定（０～９９秒）
●予備電源の接続が可能
●その他外部より自動・手動切替等、アプリケーションの拡大ができるシステムです。
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2. 機器構成

1. ABLE（エイブル）の動作概要

キャビネットには貯蔵容器、制御盤、起動装置が内蔵され、温度設定ボリュームにより各種の設
定が行え、他に手動起動ボタン、各種表示灯、警報ブザー等が設けられています。
又、高機能型には、自動・手動切替スイッチ、モード設定スイッチ、遅延タイマー、予備電源接
続用端子等があり、構成の拡大ができます。

＜各種火災センサー＞ 

はオプション機器を示す。 

サーミスタ熱検知器 OR
AND AND

OR

手動 

自動 
サーミスタ熱検知器 

その他火災感知器 

遅延タイマー 起動装置 

手動起動ボタン 

遠隔操作箱 

OR
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2. 種類

《増設型》ＢＺタイプとの組み合わせにより、二酸化炭素消火薬剤を増設することができます。

エイブルシリーズ ACOー4B 2.0 kg入り 

3.2 kg入り 

4.6 kg入り 

6.8 kg入り 

13.3 kg入り 

28.0 kg入り 

45.0 kg入り 

6.8 kg入り 

6.0 Ｌ 入り 

6.0 kg入り 

CO2

ACOー7B

ACOー10B

ACOー15B

ACOー30B

ACOー60B

ACOー100B

ACOー15BZ

AFFー6B

ADCー20B

増設型 

泡 

粉末 

・エイブルの選定

ACO－＊＊B AFF－6B ADC－20B
小型工作機械
ＮＣ旋盤
仕上旋盤
マシニングセンター
研磨機
集塵機
自動半田層
各種テスト機
半導体生産装置
洗浄器
印刷機
恒温槽
乾燥機
排気ダクト　

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

設置する対象物によって、適応する消火薬剤、検知センサーが異なります。
対象物の大きさ、可燃物の種類等、状況に応じた機種、消火薬剤量の選定が必要です。
下記の表は基本的な対応機種を一覧表にしたものです。ご要望に応じて、最適設計をお届け致します。



仕様編

4

3. ABLE（エイブル）の仕様

■自動消火装置の仕様
型式

ＡＣＯ－４Ｂ ＡＣＯ－７Ｂ ＡＣＯ－１０Ｂ ＡＣＯ－１５Ｂ
項目
消 火 薬 剤
消 火 薬 剤 量
キャビネット外側寸法

（Ｈ×Ｗ×Ｄ）
総 質 量
起 動 方 式
ノ ズ ル
放 射 時 間
接 続 管
接 続 管 種 類
接 続 方 式

二酸化炭素ガス
２.０ｋｇ ３.２ｋｇ ４.６ｋｇ ６.８ｋｇ

約１６.８ｋｇ
ガス発生器による起動
１／４Ｃ２５（２個付属）

銅管　φ８×φ６　１０ｍ付属
リン脱酸銅継目無管（ＪＩＳ　Ｈ３３００）

くい込みリング圧着式
ＧＣＡ－３ＨＧ

ＡＣ１００Ｖ／ＡＣ２００±１０％、５０／６０Ｈｚ切替式　出荷時ＡＣ２００Ｖ設定
ｍａｘ　２６ＶＡ

ＤＣ２４Ｖ　ｍａｘ０.１Ａ
モーメンタリ・金接点・赤色

トグルスイッチ・金接点　出荷時自動側に設定
電子ブザー・音圧８５ｄＢ以上

交流電源時：緑色点灯、予備電源時：赤色点灯
感知時：赤色点滅、起動時：赤色点灯

自動監視時：緑色点灯
異常時：黄色点滅

作動灯：５個、異常灯：９個
２系統：サーミスタ熱検知器　ＯＲ動作　出荷時１２０℃設定

１系統：信号変換器、その他火災感知器用
「センサー入力１」の作動温度６０～１２０℃で任意設定可能

コネクタ接続（ガス発生器１個）
遠隔で手動に切替可能（制御盤側切替スイッチ自動時のみ可能）

連動用機器（ＭＣ－Ｋ）５台接続可能
ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
ＤＣ３０Ｖ２.５Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
起動移報ｏｒ感知移報切替式

ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
電源ＯＦＦａｎｄ停電（断線切替）
０～４０℃（結露のないこと）

０～９９秒任意設定
ＡＮＤ、ＯＲ切替スイッチにて可能

予備電源用コネクタ付き
ＤＴＡ-２　１個付属（使用温度範囲０～２５０℃）
ＤＴＡ-２　１個付属（使用温度範囲０～２５０℃）

ＴＴＡ－２ 作動温度６０℃～１２０℃任意設定、ＤＣ２４Ｖ１２ｍＡ
ＲＣ－３

ガス発生器ユニット（ＭＣ－Ｋ）
定温式スポット、煙、炎感知器

リレーにて対応可能
ニッケル・カドミウム蓄電池（ＤＣ２４Ｖ／０.４５Ａｈ）

約１９.５ｋｇ 約２６.０ｋｇ 約３２.５ｋｇ

約８秒 約１１秒 約１７秒 約２５秒

５８０×２７５×２３０ ８００×２９０×２５０

制
　
　
　
　
　
　
　
御
　
　
　
　
　
　
　
盤

型 式 名 称
入 力 電 源
消 費 電 力
外部出力電源容量
手動起動押しボタン
自動・手動切替スイッチ
警 報 ブ ザ ー
電 源 灯
起 動 灯
自 動 灯
異 常 灯
盤 内 表 示 灯
セ ン サ ー 入 力 １
セ ン サ ー 入 力 ２
温度設定ボリューム
起 動 出 力
遠隔自手動切替入力
連 動 出 力
感 知 移 報
起 動 移 報

感知･起動･放出移報

異 常 移 報

使 用 温 度 範 囲
遅延タイマー回路
モ ー ド 設 定 回 路
予 備 電 源

サーミスタ熱検知器

オ
プ
シ
ョ
ン

サーミスタ熱検知器
信 号 変 換 器
遠 隔 操 作 箱
連 動 用 機 器
火 災 感 知 器
機 器 停 止 移 報
予 備 電 源
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■自動消火装置の仕様
型式

ＡＣＯ－３０Ｂ ＡＣＯ－６０Ｂ ＡＣＯ－１００Ｂ ＡＣＯ－１５ＢＺ
項目
消 火 薬 剤
消 火 薬 剤 量
キャビネット外側寸法

（Ｈ×Ｗ×Ｄ）
総 質 量
起 動 方 式
ノ ズ ル
放 射 時 間
接 続 管
接 続 管 種 類
接 続 方 式

二酸化炭素ガス
１３.３ｋｇ ２８.０ｋｇ ４５ｋｇ ６.８ｋｇ

約５３.０ｋｇ
ガス発生器による起動
１／４Ｃ２５（２個付属）

ガス発生器による起動
１／４Ｃ２５（２個付属）

ソレノイドによる起動
（ガス系噴射ヘッド）

銅管　φ８×φ６　１０ｍ付属

リン脱酸銅継目無管（ＪＩＳＨ３３００）
くい込みリング圧着式

リン脱酸銅継目無管（ＪＩＳＨ３３００）

くい込みリング圧着式
連動用機器（ＭＣ－Ｋ）
制御盤より供給

電源灯、起動灯、異常灯

コネクタ接続（ガス発生器１個）

鋼管　２５Ａ
ＪＩＳＧ３４５４　ｓｃｈ８０

ネジ接続
ＧＣＡ－３ＨＧ

ＡＣ１００Ｖ／ＡＣ２００±１０％、５０／６０Ｈｚ　切替式　出荷時ＡＣ２００Ｖ設定
ｍａｘ　２６ＶＡ

ＤＣ２４Ｖ　ｍａｘ０.１Ａ
モーメンタリ・金接点・赤色

トグルスイッチ・金接点　　出荷時自動側に設定
電子ブザー・音圧　８５ｄＢ以上

交流電源時：緑色点灯、予備電源時：赤色点灯、異常時：赤色点滅
感知時：赤色点滅、起動時：赤色点灯
作動灯：５個、異常灯：９個

２系統：サーミスタ熱検知器　ＯＲ動作　出荷時１２０℃設定
１系統：信号変換器、その他火災感知器用

「センサー入力１」の作動温度６０～１２０℃で任意設定可能
コネクタ接続（ガス発生器１個） 端子接続（開放器１個）
遠隔で手動に切替可能（制御盤側切替スイッチ自動時のみ可能）

連動用機器（ＭＣ－Ｋ）５台接続可能

ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
ＤＣ３０Ｖ２.５Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
起動移報ｏｒ感知移報切替式

ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
電源ＯＦＦａｎｄ停電（断線切替）

０～４０℃（結露のないこと）
０～９９秒任意設定

ＡＮＤ、ＯＲ切替スイッチにて可能
予備電源用コネクタ付き 内蔵
ＤＴＡ-２　１個付属（使用温度範囲０～２５０℃）
ＤＴＡ-２　１個付属（使用温度範囲０～２５０℃）
ＴＴＡ－２ 作動温度６０℃～１２０℃任意設定、ＤＣ２４Ｖ１２ｍＡ

ＲＣ－３
ガス発生器ユニット（ＭＣ－Ｋ）
定温式スポット、煙、炎感知器

リレーにて対応可能
ニッケル・カドミウム蓄電池 標準装備（ＤＣ２４Ｖ／０.４５Ａｈ）

約１７５.０ｋｇ 約２１５.０ｋｇ 約３０.０ｋｇ

約４８秒 － 約２５秒

１０３０×３２０×２８０ ２１００×４００×４５０ ８００×２５０×２５０

制
　
　
　
　
　
　
　
御
　
　
　
　
　
　
　
盤

型 式 名 称
入 力 電 源
消 費 電 力
外部出力電源容量
手動起動押しボタン
自動･手動切替スイッチ
警 報 ブ ザ ー
電 源 灯
起 動 灯
盤 内 表 示 灯
セ ン サ ー 入 力 １
セ ン サ ー 入 力 ２
温度設定ボリューム
起 動 出 力
遠隔自手動切替入力
連 動 出 力
感 知 移 報
起 動 移 報

感 知 ・ 起 動 移 報

異 常 移 報

使 用 温 度 範 囲
遅延タイマー回路
モ ー ド 設 定 回 路
予 備 電 源

サーミスタ熱検知器

オ
プ
シ
ョ
ン

サーミスタ熱検知器
信 号 変 換 器
遠 隔 操 作 箱
連 動 用 機 器
火 災 感 知 器
機 器 停 止 移 報

予 備 電 源
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■自動消火装置の仕様
型式

ＡＦＦ－６Ｂ ＡＤＣ－２０Ｂ
項目
消 火 薬 剤
消 火 薬 剤 量
キャビネット外側寸法

（Ｈ×Ｗ×Ｄ）
総 質 量
起 動 方 式
ノ ズ ル
放 射 時 間
接 続 管
接 続 管 種 類
接 続 方 式

泡（機械泡） 粉末（ＡＢＣ）
６.０Ｌ ６.０ｋｇ

約２４.０ｋｇ

１／４ＥＸ（４個付属） ＤＧ－３（２個付属）
ガス発生器による起動

銅管　φ８×φ６　１０ｍ付属
リン脱酸銅継目無管（ＪＩＳ　Ｈ３３００）

くい込みリング圧着式
ＧＣＡ－３ＨＧ

ＡＣ１００Ｖ／ＡＣ２００±１０％、５０／６０Ｈｚ　切替式　出荷時ＡＣ２００Ｖ設定
ｍａｘ　２６ＶＡ

ＤＣ２４Ｖ　ｍａｘ０.１Ａ
モーメンタリ・金接点・赤色

トグルスイッチ・金接点　　出荷時自動側に設定
電子ブザー・音圧　８５ｄＢ以上

交流電源時：緑色点灯、予備電源時：赤色点灯、異常時：赤色点滅
感知時：赤色点滅、起動時：赤色点灯
作動灯：５個、異常灯：９個

２系統：サーミスタ熱検知器　ＯＲ動作　出荷時１２０℃設定
１系統：信号変換器、その他火災感知器用

「センサー入力１」の作動温度６０～１２０℃で任意設定可能
コネクタ接続（ガス発生器１個）

遠隔で手動に切替可能（制御盤側切替スイッチ自動時のみ可能）
連動用機器（ＭＣ－Ｋ）５台接続可能
ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
ＤＣ３０Ｖ２.５Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
起動移報ｏｒ感知移報切替式

ＤＣ３０Ｖ１Ａ（ａ･ｂ接点切替）×１
電源ＯＦＦａｎｄ停電（断線切替）
０～４０℃（結露のないこと）

０～９９秒任意設定
ＡＮＤ、ＯＲ切替スイッチにて可能

予備電源用コネクタ付き
ＤＴＡ-２　１個付属（使用温度範囲０～２５０℃）
ＤＴＡ-２　１個付属（使用温度範囲０～２５０℃）

ＴＴＡ－２ 作動温度６０℃～１２０℃任意設定、ＤＣ２４Ｖ１２ｍＡ
ＲＣ－３

ガス発生器ユニット（ＭＣ－Ｋ）
定温式スポット、煙、炎感知器

リレーにて対応可能
ニッケル・カドミウム蓄電池（ＤＣ２４Ｖ／０.４５Ａｈ）

約３５秒 約２５秒

８００×２９０×２５０

制
　
　
　
　
　
　
　
御
　
　
　
　
　
　
　
盤

型 式 名 称
入 力 電 源
消 費 電 力
外部出力電源容量
手動起動押しボタン
自動･手動切替スイッチ
警 報 ブ ザ ー
電 源 灯
起 動 灯
盤 内 表 示 灯
セ ン サ ー 入 力 １
セ ン サ ー 入 力 ２
温度設定ボリューム
起 動 出 力
遠隔自手動切替入力
連 動 出 力
感 知 移 報
起 動 移 報

感 知 ・ 起 動 移 報

異 常 移 報

使 用 温 度 範 囲
遅延タイマー回路
モ ー ド 設 定 回 路
予 備 電 源

サーミスタ熱検知器

オ
プ
シ
ョ
ン

サーミスタ熱検知器
信 号 変 換 器
遠 隔 操 作 箱
連 動 用 機 器
火 災 感 知 器
機 器 停 止 移 報
予 備 電 源
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4. 機器外観図・内部構造図
23
0

275

58
0

止めビス 

警告注意銘板 

キャビネット 

音響口 

手動起動 
押しボタン 

接続金具 

銘板 

ブラケット 

貯蔵容器 

起動装置 

４－φ８ 

制御盤 

警報ブザー 

200

60
44
0

ACO-4B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

2.0kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約16.8kg
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23
0

４－φ8

起動装置 

接続金具 

貯蔵容器 

ブラケット 

銘板 制御盤 

警報ブザー 

275

58
0

止めビス 

警告注意銘板 

キャビネット 

音響口 

手動起動 
押しボタン 

200

60
44
0

ACO-7B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

3.2kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約19.5kg
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290

25
0

80
0

止めビス 

制御盤 

４－φ８ 

貯蔵容器 

ブラケット 

銘板 

警報ブザー 

起動装置 

キャビネット 

警告注意銘板 

接続金具 

音響口 

手動起動 
押しボタン 

200

60
65
0

ACO-10B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

4.6kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約26.0kg
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接続金具 

貯蔵容器 

ブラケット 

銘板 

起動装置 

４－φ８ 

25
0

制御盤 

警報ブザー 

290

80
0

止めビス 

キャビネット 

警告注意銘板 

音響口 

手動起動 
押しボタン 

200

60
65
0

ACO-15B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

6.8kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約32.5kg
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10
30

28
0

320

60
88
0

200

止めビス 

起動装置 

制御盤 

警報ブザー 

４－φ８ 

接続金具 

警告注意銘板 

貯蔵容器 

ブラケット 

手動起動 
押しボタン 

銘板 

音響口 

キャビネット 

ACO-30B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

13.3kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約53.0kg
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24
0

45
0

30
0

350

400

60

21
00

15
00

キャビネット 

非常電源装置 

警告注意銘板 

容器固定金具 

銘板 

貯蔵容器 

　　音響口 
（音響ブザー） 

 手動起動 
押しボタン 

開放器 

制御盤 

φ１５ 

配管接続口 
 （１B） 

４－φ２０ 

ACO-60B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

28kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約175.0kg
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24
0

45
0

30
0

350

400

60

21
00

15
00

キャビネット 

非常電源装置 

警告注意銘板 

容器固定金具 

銘板 

貯蔵容器 

　　音響口 
（音響ブザー） 

 手動起動 
押しボタン 

開放器 

制御盤 

φ１５ 

配管接続口 
（１B） 

４－φ２０ 

ACO-100B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

45.0kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約215.0kg
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接続金具 

貯蔵容器 

ブラケット 

銘板 

起動装置 

４－φ８ 

25
0

250

80
0

止めビス 

キャビネット 

ガス発生器 
起動ユニット 

160

60
65
0

ACO-15BZ
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

二酸化炭素（CO2）

6.8kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約30.0kg
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止めビス 

警告注意銘板 

キャビネット 

290

25
0

80
0

音響口 

手動起動 
押しボタン 

貯蔵容器 

ブラケット 

銘板 

起動装置 

４－φ８ 

制御盤 

警報ブザー 

200

60
65
0

ＳＵＳ kgf/c㎡ 消 

× 

０ 
７ ９.８ 

AFF-6B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

泡（機械泡）

6.0L

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約24.0kg
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止めビス 

警告注意銘板 

キャビネット 

音響口 

手動起動 
押しボタン 

貯蔵容器 

ブラケット 

銘板 

起動装置 

４－φ８ 

制御盤 

警報ブザー 

25
0

290

80
0

200

60
65
0

ADC-20B
外観図・内部構造図

仕
　
　
様

薬 剤 種 別

消 火 薬 剤 量

キャビネット塗色

総 質 量

粉末（ABC）

6.0kg

オパールホワイト（日塗工22-90B）

約24.0kg
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ノズルCO2用（1/4C25型）
（工作機械・産業機器用）

仕
　
　
　
様

名　　称

ノ ズ ル

ノズルキャップ

袋 ナ ッ ト

放 出 管

取 付 金 具

材　　　質

SUS304、放射角度15°

POM（ポリアセタール）

SUS304

SUS304、φ8×φ6

C3604
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ノズル泡（1/4EX型）
（工作機械・産業機器用）

仕
　
　
　
様

名　　称

ノ ズ ル

ノズルキャップ

袋 ナ ッ ト

放 出 管

取 付 金 具

材　　　質

SUS304、放射角度70°

POM（ポリアセタール）

SUS304

SUS304、φ8×φ6

C3604
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ノズル粉末（ABC）用（DG-3型）
（産業機器用）

仕
　
　
　
様

名　　称

ノ ズ ル

ノズルキャップ

袋 ナ ッ ト

放 出 管

取 付 金 具

材　　　質

C3604、放射角度60°

A1200P

SUS304

SUS304、φ8×φ6

C3604
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遠隔操作箱（RC-3）

仕
　
　
　
様

本
　
体

ス
イ
ッ
チ

表
示
灯

サ イ ズ

材 質

表面処理

接点容量

定 格

H150×W100×D60、防滴構造

SPCC、ｔ＝1

メラミン焼付塗装、マンセル値2.5Y9/2

6A、AC125V

DC24V、抵抗付

発光ダイオード（緑）
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取付板 
（下穴φ11） 

パッキン 

ステム 

感熱部 

13 

6 
45
 

約
30
0 

端子 

2-φ4.5 

22 

32 

11
 

7 

取付板 t ＝ 1 

材質 SUS304 

サーミスタ熱検知器（DTA-2）

仕
　
　
　
様

型 名

使 用 素 材

材 質

形 状 ・ 寸 法

使用温度範囲

熱 時 定 数

絶 縁 抵 抗

絶 縁 耐 力

DTA-2

ガラスモールドチップ型サーミスタ

ステム：SUS304 リード線：PTFE（テフロン）線7/0.12

ステム長：35〔mm〕 リード線長：5〔m〕

0～250〔℃〕

10〔秒〕以下（風速5〔m/sec〕の空気中〕

DC500〔V〕にて50〔MΩ〕以上

AC500〔V〕で1分間異常のないこと
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50 
取付け金具 

φ
55
 

φ6.5 

φ
68
.5
 

40
 

20 

電源灯 

作動灯 

65.8 21.2 

87 2 

赤 

黒 

白 

青 

線色 

電源（＋） 

電源（－） 

出力（Ｌ） 

出力（Ｃ） 

接続 

DC24Ｖ 

終端抵抗 

10KΩ内臓 

仕
　
　
　
様

品 名

感 知 方 式

電 源

感 知 範 囲

感 知 レ ベ ル

構 造

FR3-S

赤外3波長式

DC24V（15mA）

感知窓中心から100度のコーン状）

炎長8cmの炎を正面70cmで3秒以内で感知

防水構造（IP67相当）

赤外線3波長式炎検知器
FR3-S
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予備電源 

MAX 34 MAX 57

コネクター 

M
A
X
 1
52

予備電源
ニッケル・カドミウム蓄電池

仕
　
様

公 称 電 圧

公 称 容 量

監 視 時 間

24V

0.45Ah

1時間

・予備電源について
①予備電源の寿命は、正常な使用条件において３～５年とされていますが、設置環境、使
用状態などによって大きく左右されます。容量低下、液もれ、発錆などの異常が認めら
れたときは、速やかに交換してください。
②予備電源は、外観上異常がなくても容量低下等が進行しますので定期的に交換してくだ
さい。
③使用済み予備電源はそのまま破棄せず、販売店またはメーカーにご連絡ください。
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信号変換器（TTA-2）

仕
　
　
　
　
　
　
様

本
　
体

備
考

感知信号出力

断線信号出力

使用温度範囲

適 合 制 御 盤

適合感知器

サ イ ズ

材 質

塗 装

定 格 電 圧

温度設定幅

モニターランプ

H68×W140×D20

SPCC. t=1

マンセル値　N-4.0

DC24〔V〕（12〔mA〕）

60～120℃

緑色LED（作動時消灯）

オープン・コレクター出力

（終端抵抗10kΩ入）

オープン・コレクター出力

（検知器ライン断線出力）

-10～50℃

GCA型

サーミスタ熱検知器（DTA型）
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5. 動作フローチャート

火災発生 

起動装置作動 

消火薬剤放射 

●起動灯点滅 
●感知移報出力 
●警報ブザー断続鳴動 

YES

NO

手動 

NO

自動 

OR

終了 

●起動灯点滅 
●感知移報出力 
●警報ブザー断続鳴動 

●起動灯点灯 
●起動移報出力 
●警報ブザー連続鳴動 

サーミスタ 
火災検知器 

自動・手動切替 

手動起動ボタン 
作動 

手動起動ボタン 
作動 

その他火災感知器 
作動 

モード設定 

遅延タイマー 

監視状態 ：電源灯点灯 

YES

YES

YES

NO

NO

AND

NO
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■動作表

注　（1）　：連続動作　　：断続動作　△：間欠動作 
　　（2）電源灯：交流電源作動時緑色点灯、予備電源作動時赤色点灯 
　　（3）※1：ジャンパー切替で出力可能 
　　（4）※2：予備電源接続時のみ 

自
動
・
手
動
切
替 

自
　
動 

手
　
動 

遅
延
タ
イ
マ
ー 

電
　
　
源
　
　
灯 

起
　
　
動
　
　
灯 

警

報

ブ

ザ

ー
 

起
　
動
　
装
　
置 

感
　
知
　
移
　
報 

起
　
動
　
移
　
報 

異
　
常
　
移
　
報 

モ
ー
ド
設
定 

なし 
又は 
OR

AND

※1
（　 ） 

なし 

なし 

タイマー 
中 

タイマー 
終了 

タイマー 
中 

タイマー 
終了 

なし 

タイマー 
中 

タイマー 
終了 

なし 

タイマー 
中 

タイマー 
終了 

赤 
※2

動作内容 

サーミスタ熱検知器、 
その他火災感知器作動 

サーミスタ熱検知器、 
その他火災感知器作動 

配線の断線 
起動装置異常 

サーミスタ熱検知器、 
その他火災感知器作動 

手動起動ボタン作動 

手動起動ボタン作動 

停電／電源スイッチオフ 

サーミスタ熱検知器、 
その他火災感知器作動 

異
　
　
常
　
　
灯 
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6. 回路ブロック図

サ
ー
ミ
ス
タ
熱
検
知
器
 

（
D
T
A
-2
）
 

電
源
灯
 

起
動
灯
 

警
報
ブ
ザ
ー
 

自
動
灯
 

起
動
回
路
 

起
動
装
置
 

（
ガ
ス
発
生
器
）
 

感
知
移
報
 

記
 号
 

S
W
P
 

S
W
M
 

S
W
K
 

V
R
1
 

V
R
2
 

F
P
1
,2
 

F
B
 

F
V
 

F
K
1
,2
 

S
W
A
 

S
C
1
,2

名
　
 称
 

電
源
ス
イ
ッ
チ
 

自
動
・
手
動
切
替
ス
イ
ッ
チ
 

手
動
起
動
ボ
タ
ン
 

温
度
設
定
ボ
リ
ュ
ー
ム
1
 

温
度
設
定
ボ
リ
ュ
ー
ム
2
 

交
流
電
源
ヒ
ュ
ー
ズ
 

予
備
電
源
ヒ
ュ
ー
ズ
 

外
部
出
力
ヒ
ュ
ー
ズ
 

連
動
出
力
ヒ
ュ
ー
ズ
 

モ
ー
ド
設
定
ス
イ
ッ
チ
 

遅
延
時
間
設
定
ス
イ
ッ
チ
 

移
報
接
点
a
接
点
 

（
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
b
接
点
切
替
可
）
 

は
オ
プ
シ
ョ
ン
 

起
動
移
報
 

移
報
 

感
知
 

起
動
 

異
常
移
報
 

交
流
入
力
 

A
C
1
0
0
V
/A
C
2
0
0
V

信
号
変
換
器
 

（
T
T
A
-2
）
 

出
力
 

入
力
 電
源
 

断
線
 

T
H
1

T
C

T
H
2

T
C

L
1

T
DC

L
2 C

V
M V
C

P
1

S
W
P

S
W
M

手
 

自
 

F
P
1
,2

F
B

F
V

IN
V

出
力
 

異
常
 

連
動
回
路
 

ガ
ス
発
生
器
起
動
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

起
動
装
置
 

（
ガ
ス
発
生
器
）
 

D
C
3
0
V
   
 1
A
 

A
C
1
2
5
V
  0
.2
A

D
C
3
0
V
   
 2
.5
A
 

A
C
2
5
0
V
  1
.5
A

D
C
3
0
V
   
 1
A
 

A
C
1
2
5
V
  0
.2
A

D
C
3
0
V
   
 1
A
 

A
C
1
2
5
V
  0
.2
A

出
力
 

異
常
 

IN
V

F
K
1

F
1

C
N
G

J
P

F
C
1

F
C
2

F
2

G
K
1
 

G
K
2

G
V
1
,G
V
2
 

G
D

F
C
3

F
3

F
C
4

F
4

F
K
2

J
P

内
部
 

D
C
2
4
V

内
部
 

D
C
1
2
V

P
2

C
N
BV

φ
1

φ
3

φ
2

サ
ー
ミ
ス
タ
熱
検
知
器
 

（
D
T
A
-2
）
 

そ
の
他
火
災
感
知
器
 

サ
ー
ミ
ス
タ
熱
検
知
器
 

（
D
T
A
-2
）
 

遠
隔
自
動
・
手
動
 

切
替
ス
イ
ッ
チ
 

予
備
電
源
 

D
C
2
4
V
 0
.4
5
A
H

遠
隔
操
作
箱
 

（
R
C
-3
）
 
出
力
 

表
示
 

出
力
 

停
電
 

電
源
 

保
持
回
路
 

自
動
・
手
動
 

切
替
回
路
 

S
W
A

O
R

A
N
D

モ
ー
ド
設
定
回
路
 

遅
延
タ
イ
マ
ー
回
路
 

S
C
1
,S
C
2

安
定
化
電
源
 

電
源
切
替
回
路
 

感
知
回
路
 

発
振
器
 

保
持
回
路
 

保
持
回
路
 

信
号
変
換
器
 

V
R
1
出
力
 

断
線
 

信
号
変
換
器
 

V
R
2
出
力
 

断
線
 

感
知
回
路
 
出
力
 

断
線
 

出
力
 

断
線
 

保
持
回
路
 

D
C
-D
C
 

変
換
回
路
 

異
常
灯
 

手
動
起
動
ボ
タ
ン
 

S
W
K

A
N
D

A
N
D

A
N
D

A
N
D A
N
D

A
N
D

A
N
D

O
R

O
R

O
R

O
R

O
R

O
R

O
R
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端子記号 用　途 説　明 備　考

TH1
TC
TH2
TC
L1
C
V
TD
KL
L2
C
VM
VC
GV1
GV2

GD

GK1
GK2

F1

FC1

F2

FC2

F3

FC3

F4

FC4
P1
P2

コネクタ
CNB
CNG
R
S
SL＋
SL－

サーミスタ熱検知器
（DTA-2）

サーミスタ熱検知器
（DTA-2）

その他火災感知器入力

外部電源出力

異常入力

起動表示出力

遠隔操作箱起動入力

遠隔自・手動切替入力

連動出力

感知移報

起動移報

感知・起動移報

異常移報

交流入力

予備電源接続

起動装置接続

交流入力

開放器接続

ボリュームVR1で作動温度
60℃～120℃に任意設定可能

未使用時51kΩ接続

ボリュームVR2で作動温度
60℃～120℃に任意設定可能

未使用時51kΩ接続

他火災感知器および信号変換
器感知信号出力接続

終端抵抗10kΩ接続

出力容量 DC24V 0.1A

信号変換器　断線出力接続

断線検出機能付 終端抵抗10kΩ接続

VM-VC間ショートで
手動に切替

ガス発生器起動ユニット用
電源出力DC12V ガス発生器起動ユニット

5台まで接続可能

GK1-GK2間
終端抵抗10kΩ接続

ガス発生器起動ユニット用
異常入力

ガス発生器起動ユニット用
起動出力

サーミスタ熱検知器又は感知
器の作動または、手動起動ボ
タンを操作した時作動します。

a接点（ジャンパーピンでb接点
切替可能）接点定格DC30V
1A, AC125V 0.2A

起動条件成立時起動
a接点（ジャンパーピンでb接点
切替可能）接点定格DC30V
2.5A, AC250V 1.5A

ジャンパーピンで感知移報ま
たは、起動移報に切替可能

a接点（ジャンパーピンでb接点
切替可能）接点定格DC30V
1A, AC125V 0.2A

電源OFFまたは、停電時作動
します。ジャンパーピンの切
替で断線等異常の作動可能

a接点（ジャンパーピンでb接点
切替可能）接点定格DC30V
1A, AC125V 0.2A

コネクタで入力電圧切替

バッテリ－接続

ガス発生器

パッケージ内別置き端子台

パッケージ内別置き端子台

AC100V/AC200V ±10％

※1はACO－60B･100B型では使用不可。（ただし、AC100Ｖ/AC200Ｖの設定は必要）
※2はACO－60B･100B型のみ。

■端子説明表（B型）

本体起動灯と同じ表示出力

※1

※1

DC24V 0.45Ah ※1

※2

※2
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7. 日常の取扱い

1. 監視時の状態

①電源灯が緑色点灯しています。
②自動監視状態
自動灯が緑色点灯しています。
自動・手動切替スイッチが「自動」の場合、火災が発生すると自動でシステムが作動して消火
します。
モード設定スイッチが「ＡＮＤ」または、制御盤上のＡＮＤ灯が点灯している場合、サーミス
タ熱検知器かその他火災感知器のどちらかの作動により、起動灯が点滅、警報ブザーが断続鳴
動しますが、消火薬剤は放出されません。両方が作動すると、消火薬剤を放出し消火します。

③手動監視状態
自動・手動切替スイッチが「手動」または、制御盤上の手動灯が点灯している場合、火災が発
生するとサーミスタ熱検知器または、その他火災感知器の作動により、起動灯が点滅、警報ブ
ザーが断続鳴動しますが、消火薬剤は放出されません。

2. 作動方法

①自動の場合
システムが全て自動で作動します。ただし、手動起動も可能。

監
　
　
　
視
　
　
　
中 

消

火

薬

剤

放

出

 

消
　
　
　
　
　
　
　
火 

火
　
　
　
　
　
　
　
災 

●  

遅
延
タ
イ
マ
ー
作
動 

●  

警
報
ブ
ザ
ー
断
続
鳴
動 

●  

起
動
灯
点
滅 

●  

起
動
装
置
作
動 

●  

機
器
停
止
等 

●  

警
報
ブ
ザ
ー
連
続
鳴
動 

●  

起
動
灯
点
灯 

サ
ー
ミ
ス
タ
熱
検
知
器
ま
た
は
、

そ
の
他
火
災
感
知
器
作
動 

ＯＲ 

モード設定 

ＡＮＤ 

×１ 

遅延時間 
タイマースタート 

ｓｅｃ 

ｓｅｃ ×１０ 

ＬＣ ＳＣ２ 
ＳＣ１ 

Ｌ 
ＶＲ２ 

Ｈ 

Ｌ 
ＶＲ１ 

Ｈ 

温度設定 

自動 

手動 

異常灯 

連動装置(GD)

異常入力(TD)

連動出力短絡 
連動出力断線 
起動装置 

Ｌ２断線 
Ｌ１断線 
ＴＨ２断線 
ＴＨ１断線 

ＬＤ８ 
ＬＤ７ 
ＬＤ６ 
ＬＤ５ 
ＬＤ４ 
ＬＤ３ 
ＬＤ２ 

ＬＤ９ 

ＬＤ１ 

Ｆ４ 
ＦＣ４ 

Ｆ３ 
ＦＣ３ 

Ｆ２ ＦＣ２ 
Ｆ１ 

ＦＣ１ 
ＧＤ 

ＧＫ２ 
ＧＶ２ 

ＧＫ１ 

９ 

８ 
７ ６ ４ 

３ 
２ 

１ 

５ 

０ 

９ 

８ 
７ ６ ４ 

３ 
２ 

１ 

５ 

０ 

ＣＮＧ 

ＬＤ９ 
ＬＤ８ 

ＬＤ７ 
ＬＤ６ 

ＬＤ５ 
ＬＤ４ 

ＬＤ３ 
ＬＤ２ 

ＬＤ１ 
ＶＲ２ 

ＬＦ２ 

ＶＲ１ 
ＬＦ１ 

ＡＮＤ 
Ａ 

Ｍ 

ＯＲ 

ＳＷＡ 
ＳＷＭ 

ＬＡ 
ＬＭ 

タイマー 
スタート灯 

AND灯 

遅延時間設定 
スイッチ 

手動灯 

自動・手動切替 
スイッチ 

モード設定スイッチ 

電源灯 

起動灯 

自動灯 

異常灯 

警報ブザー 

本体内部基板部 本体表面表示部
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起動灯 

警報ブザー 

②手動の場合
手動起動ボタンを押すことにより作動します。
（キャビネットの扉を開け、貯蔵容器の上レバーを下方へ押し続けることによっても消火薬剤の
放出ができます。ＡＦＦ－６Ｂ型は、レバーが付いていないため、レバーによる起動での放出はで
きません。） （注．火災時以外はレバーの操作をしないでください。）

①起動灯が点灯します。
手動状態時に、サーミスタ熱検知器または、その他火
災感知器が作動した時、また、モード設定スイッチが
「ＡＮＤ」（ＡＮＤ灯点灯）時に、サーミスタ熱検知器
かその他火災感知器のどちらかが作動した時および、
遅延タイマーが作動している時は点滅します。

②警報ブザーが連続鳴動します。
手動状態時に、サーミスタ熱検知器または、その他火
災感知器が作動した時、また、モード設定スイッチが
「ＡＮＤ」（ＡＮＤ灯点灯）時に、サーミスタ熱検知器
かその他火災感知器のどちらかが作動した時および、
遅延タイマーが作動している時は「ピー・ピー」の断
続鳴動します。

3. 作動時の状態

モード設定スイッチが「ＡＮＤ」または、制御盤上のＡＮＤ灯が点灯している場合。

監
　
　
　
視
　
　
　
中 

消

火

薬

剤

放

出

 

消
　
　
　
　
　
　
　
火 

火
　
　
　
　
　
　
　
災 

●  

警
報
ブ
ザ
ー
断
続
鳴
動 

●  

起
動
灯
点
滅 

●  

起
動
装
置
作
動 

●  

機
器
停
止
等 

●  

警
報
ブ
ザ
ー
連
続
鳴
動 

●  

起
動
灯
点
灯 

サ
ー
ミ
ス
タ
熱
検
知
器
又
は
、 

そ
の
他
火
災
感
知
器
作
動 

サ
ー
ミ
ス
タ
熱
検
知
器
と
そ
の
他 

火
災
感
知
器
の
両
方
が
作
動 

遅
延
タ
イ
マ
ー
作
動 

手動起動ボタン 

（ADC-20B） 
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4. 異常時の状態

5. 作動後の処置

①停電時の場合
電源灯が消灯し、異常移報（Ｆ４－ＦＣ４）を出力します。
予備電源を接続している場合、電源灯が赤色点灯、異常灯が点滅し、異常移報（Ｆ４－ＦＣ４）
を出力します。
（注）予備電源で動作中に、予備電源の電圧が１２Ｖ以下に下がると、動作保護のため予備電源

の入力を切りはなし、装置の電源が完全に切れますので、電源灯が消灯します。
②断線等異常時の場合
下記、断線、短絡、異常の時、対応する制御盤上の異常灯が点灯し、異常灯が点滅します。
また、警報ブザーが「ピッ・ピッ」の間欠鳴動します。

①電源スイッチをＯＦＦにして復旧させてください。
②使用後は、薬剤の充てんおよびガス発生器の交換
が必要となりますので、弊社あるいは弊社の販売
店までご連絡ください。

断
　
　
線

短
絡

異
　
　
常

異常内容 制御盤上の異常灯

サーミスタ熱検知器配線
TH1-TC、TH2-TC

その他火災感知器配線
L1-C

遠隔操作箱手動起動配線
L2-C

信号変換器のサーミスタ熱検知
器配線（TD入力）

ガス発生器起動ユニット
起動出力配線　GK1-GK2

ガス発生器起動ユニット
起動出力配線　GK1-GK2

起動装置用コネクタとガス発生
器の断線および、起動回路の
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1. 設置工事手順
設置工事は次の順序で実施してください。

33

取 付 位 置 の 確 認  

各 機 器 の 開 梱 （ 付 属 品 の 確 認 ）  

キ ャ ビ ネ ッ ト の 取 付  

ノ ズ ル お よ び 検 知 器 の 取 付  

配 管 配 線 工 事  

配 線 チ ェ ッ ク  

制 御 盤 ス イ ッ チ 類 の 設 定  

作 動 チ ェ ッ ク  

貯 蔵 容 器 等 の 取 付  

起 動 部 セ ッ ト  

完 了
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2. 付属品・予備品

個数

１個

１個

各２個

１組

１式

１組

１式

１個

１巻

５個

５個

各５個

１０本

１枚

１枚

個数

各１個

２個

予　　　　　備　　　　　品

ヒューズ　２５０Ｖ０.５Ａ, １２５Ｖ１Ａ, １２５Ｖ０.２Ａ

終端抵抗　１０ｋΩ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

①

②

付　　　　　属　　　　　品

サーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）、
パッキン、圧着端子付

同上取付板

同上取付ビス、バネ座金、平座金、
六角ナット

ノズル（取付金具付）

チーズ

接続金具

キャビネット取付ボルト
（Ｍ６ Ｌ＝２０）

エルボ

銅管（φ８×φ６）１０ｍ

銅管継手用予備リング

銅管固定用パイプバンド

同上取付ビス、バネ座金、平座金、
六角ナット

結束バンド（ナイロン製）

装置銘板「自動消火装置」

ガス発生器有効期限「ラベル」

個数

１個

１個

各２個

１本

１個

１本

１個

１個

２個

１個

１０本

１枚

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

付　　　　　属　　　　　品

サーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）、
パッキン、圧着端子付

同上取付板

同上取付ビス、バネ座金、平座金、
六角ナット

貯蔵容器（６８Ｌ又は４２Ｌ）

ＹＳＬＡ型開放器

開放器コード（ＨＰＣ）

連結管（１６Ｈ－６８）

連結パッキン

容器押さえ

修正用ペンキ

１個⑪ キャビネット扉用キー

結束バンド（ナイロン製）

装置銘板「自動消火装置」

※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型の場合
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3. キャビネットの取付
キャビネットから貯蔵容器を取り出してください。
キャビネットの背面の取付穴を利用して取付面に固定してください。
（ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は下面取付穴も利用してください。）

取付位置
①手動起動ボタンを容易に操作できる位置に取付けてください。
②ノズルまでの銅管長が８ｍ以内となるよう取付けてください。
（ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は除く）
③水などがかからない位置に取付けてください。
④日常の点検が容易にできる場所に取付けてください。

キャビネット背面取付穴寸法

35
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4. ノズルおよびサーミスタ熱検知器の取付

1. ノズルの取付

2. サーミスタ熱検知器の取付

①キャビネット１台に対する基本取付個数は２個です。
（但しＡＦＦ－６Ｂ型の場合は４個です。）
②消火上適正な位置に取付けてください。
③ノズル取付け高さは対象物より１ｍ以内になる様に取付
けてください。

④取付面に１５ｍｍの穴をあけてください。
⑤放出ノズルに取付けてある接続金具を使って、右図の様
に固定してください。

⑥固定できない場合はノズルの直近でサポートを取ってく
ださい。

⑦ノズルを増設する場合は本体１台につき、ノズル合計が
４個まで可能です。
（増設用ノズル（チーズ２個含む）はオプション品です。）

（※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は二酸化炭素消火設備用
噴射ヘッドを使用します。）

①キャビネット１台に対しサーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）は１個付属されています。
（検知器を増設する場合は６の配線工事の項を参照ください。）
②検知器はできる限り火災が発生しやすい直近または、炎に触れる位置に取付けてください。
③検知器を直近に取付けることができない場合で、工作機械の周囲が防護されており天井高さが
低い場合には、天井面近くに取付けてください。

④サーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）を直接、取付面に取付ける場合は図のように取付けてくだ
さい。

取付面 

取付金具 

ノズル 

ノズル 
キャップ 

（ 1/4 C25） 

取付面（下穴φ11） 

サーミスタ熱検知器 六角ナット 

パッキン 
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⑤附属の検知器取付板を使ってサーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）を取付ける場合は、下図のよ
うに固定してください。

検知器取付板を取付面に附属のビス（２ヶ）で取付。

六角ナットで固定する。

⑥サーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）を増設する場合は、２個まで接続可能です。（ＯＲ動作のみ）
増設用サーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）はオプション品となります。

⑦サーミスタ熱検知器を３個以上または、２個設置してＡＮＤで使用する場合の増設用信号変換
器（ＴＴＡ－２）（サーミスタ熱検知器（ＤＴＡ－２）含）はオプション品となります。
（増設用信号変換器は最大４個まで取付可能）（サーミスタ熱検知器は、制御盤用２本も含め、
最大６個までです。）

取付面 

検知器取付板 

六角ナット 

バネ座金 

平座金 

2-φ4.5

取付ビスM4

サーミスタ熱検知器 
六角ナット 

パッキン 



接続金具 

銅管 

袋ナット 

くい込みリング 

エルボ 
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5. 銅配管工事

1. 配管

①銅管は付属のＪＩＳ　Ｈ３３００（外径８ｍｍ、内径６ｍｍ）を使用してください。
②キャビネットから１つのノズルまでの配管長は、８ｍ以内としてください。
③曲りはベンダー等を用いて施工してください。（最大曲り箇所８個）
④付属のパイプバンド等を使用して固定してください。
（※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は鋼管（ＪＩＳＧ３４５４・ＳＴＰＧ３７０（Ｓｃｈ８０））を使用してください。）

2. キャビネットへの配管接続方法

1. ACO型（CO2）の場合（ACO－60B、ACO－100Bは除く）
①キャビネット接続金具に付属のエルボを取り付け配管方向を決定してください。
②銅管に袋ナットおよびくい込みリングを挿入しておき、銅管をエルボに挿入後、袋ナットを締
めつけて固定してください。
③袋ナットを締めつけるトルクは１０８０～１２７０Ｎ･ｃｍ、または手締めで袋ナットが重くなった個
所から１１/４～１１/２回転程度袋ナットを締め付けてください。

2. AFF型（泡）、ADC型（粉末）の場合
①キャビネットの膜付きグロメットに十字に切込み、銅管をキャビネット内に差込んでください。
②銅管に袋ナットおよびくい込みリングを挿入し、容器側の接続金具に銅管を取付け、袋ナット
を締めつけて固定してください。
③袋ナットを締めつけるトルクは１０８０～１２７０Ｎ･ｃｍ、または手締めで袋ナットが重くなった
個所から１１/４～１１/２回転程度袋ナットを締め付けてください。

38

（※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は
キャビネット上面に配管接
続口（１Ｂ）があります。）
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3. 分岐

①分岐には分岐用チーズ（下図）を用いてください。

②標準工事のノズル取付数２個の場合はチーズを１個使用し、トーナメントに配管してください。

③ノズルを４個取付ける場合（ＡＦＦ型）は、チーズを３個使用してトーナメントに配管してく
ださい。

39

袋ナット 

くい込みリング 

銅管 

チーズ（くい込みリング方式） 

キャビネット 接続金具 チーズ ノズル 

取付金具 

(φ15)

 
取付面 

キャビネット 接続金具 チーズ ノズル 

取付金具 
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6. 配線工事

1. 配線

（１）感知器配線工事
電線は０.５ｍｍ２（総務省消防庁告示第４号の基準に合格したシールド付耐熱電線）または
同等品を使用してください。

（２）交流入力電源工事
①交流入力電源はＡＣ１００Ｖ・ＡＣ２００Ｖのいずれでも使用できます。
②交流入力を常時供給できるブレーカーより専用電源としてください。
③配線は、内線規定に従ってください。

（３）移報配線工事
①端子台に各種の移報用端子を設けています。火災移報、排気装置停止、機械停止等を必要
とする場合は利用してください。

②移報用端子は、出荷時無電圧のａ接点です。ｂ接点が必要な場合、基板上のジャンパーピ
ンＪ３～Ｊ６の２－３間をショートしてください。
（１－２間ショートでａ接点） （詳細はページ４２を参照）

2. 配管・配線

①配線は電線管保護を原則としてください。
②キャビネットからの電線管の取出しは、ノックアウト（φ２１）を使用してください。

③交流入力電源の配線は他の配線と分離し、同じ配線口を使用しないでください。
④配線完了後各機器との結線前に必ず対地絶縁抵抗を測定してください。
（２５０Ｖ絶縁抵抗計で５０ＭΩ以上であること。）
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3. 制御盤の結線

（１）端子台等の配置
制御盤の接続個所は、２つの端子ブロックと、２つのコネクタに分離して配置されています。
①交流入力端子台（ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は使用しません）
②検知器、遠隔操作箱、移報等端子台
③予備電源用コネクタ（ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は直流電源装置に配線済み）
④起動装置（ガス発生器）用コネクタ（ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は使用しません）
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０.５Ａ 
ＦＰ１ 

ＦＰ２ 

Ｐ２ 
Ｐ１ 

０.２Ａ 
０.２Ａ 

０.２Ａ 

ＦＫ２ 
ＦＫ１ 

ＦＶ 

ＣＮＢ 

ＣＮ３ 

ＴＢ１ 

ＣＮ１ 

ＣＮ２ 

ＡＣ２００Ｖ 

ＡＣ１００Ｖ 

ＣＮ１－２ 

ＯＦＦ 

ＳＷＰ ＯＮ 

ＣＮ１－１ 

ＧＣＡ－３ＨＧ 

アース端子 

ＤＣ２４Ｖ  ４５０ｍＡＨ 
２５ＶＡ 
ＡＣ１００Ｖ／ＡＣ２００Ｖ切替 

製造番号 
製 造 年 
予備電源 
消費電力 
定格電圧 
型    名 

タイマースタート灯 

予備電源用コネクタ 

遅延時間設定スイッチ 

交流入力端子台 

検知器、遠隔操作箱 
および移報等端子台 

AND灯 

モード設定スイッチ 

起動装置用コネクタ 

ショート用コネクタ 
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（２）標準機器の接続
①サーミスタ熱検知器の接続
・サーミスタ熱検知器は、１個付属していますので、端子ＴＨ１－ＴＣに接続してください。
・端子ＴＨ１－ＴＣ間に取付けられている終端抵抗（５１ｋΩ）を取はずして、サーミスタ熱
検知器の配線を接続してください。

（注）端子ＴＨ２－ＴＣ間、Ｌ１－Ｃ間、Ｌ２－Ｃ間、ＧＫ１－ＧＫ２間には終端抵抗が、
断線警報回路のために設けられています。これらは取付たままとしてください。

VC
TD

VM
L2

KL
C

GD
GK2

GV2
GK1

GV1

V

TC
L1

TH2
TH1

終端抵抗を 
取りはずす サーミスタ熱検知器 
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②交流入力の接続
・ＡＣ１００Ｖ、ＡＣ２００Ｖのいずれでも接続でき、入力する電圧により入力電圧の設定をコ
ネクタＣＮ１で切替えます。

・出荷時、入力電圧の設定はＡＣ２００Ｖ（コネクタＣＮ１をコネクタＣＮ１－２に接続）です。
・ＡＣ１００Ｖ入力に変更する場合は、コネクタＣＮ１をＡＣ１００Ｖ用コネクタＣＮ１－１に
差し込んでください。

※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は、パッケージ内別置き端子台へ下図のように接続してください。

TB1

P1

P2

AC100V
または 
AC200V

C
N
1-2

A
C
200V

C
N
1-1

A
C
100V

C
N
1

電源入力 
AC100V / AC200V 制御盤側は入力電圧設定が必要 

R S SL＋ SL－ 

パッケージ内別置き端子台
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1
Ｊ3

2

3

③移報の接続
（注）端子記号の接点は監視状態の位置です。

※出荷時、ジャンパーピンＪ３～Ｊ６は、１－２間ショート（無電圧ａ接点）です。
無電圧ｂ接点に変更する場合は、ジャンパーピンを２－３間ショートにする。
※出荷時、感知・起動移報（Ｆ３－ＦＣ３）は、感知移報（ジャンパーピンＪ２の１－２間
ショート）です。
起動移報に変更する場合は、ジャンパーピンＪ２を２－３間ショートにする。
※出荷時、異常移報（Ｆ４－ＦＣ４）は、電源ＯＦＦまたは、停電時作動（ジャンパーピン
Ｊ１の１－２間ショート）です。断線等異常で、異常移報を作動する場合は、ジャンパー
ピンＪ１を２－３間ショートにする。

※ジャンパーピンを変更する手順。
Ⅰ．電源スイッチをＯＦＦにする。
Ⅱ．ビス４本で固定している制御部カバーを外す。
Ⅲ．ジャンパーピンを変更する。
（ピンは最後まで差し込むこと）

Ⅳ．変更となっているか確認後、制御部カバーをビス４本で固定する。

移報種別

感 　 知

端　子　記　号

Ｆ１
ＦＣ１

接　点　容　量

ＤＣ３０Ｖ １Ａ
ＡＣ１２５Ｖ　０.２Ａ

説　　　明

サーミスタ熱検知器または感
知器の作動または、手動起動
ボタンを操作したとき作動し
ます。

1
Ｊ4

2

3
起　動

Ｆ２
ＦＣ２

ＤＣ３０Ｖ　２.５Ａ
ＡＣ２５０Ｖ １.５Ａ

サーミスタ熱検知器または感
知器の作動または、手動起動
ボタン操作により起動条件が
成立した時作動します。

1
Ｊ5

2

3

感 知 ･
起 動

Ｆ３
ＦＣ３

ＤＣ３０Ｖ １Ａ
ＡＣ１２５Ｖ　０.２Ａ

ジャンパーピンＪ２で感知移
報または起動移報に切替可
能。

1
Ｊ6

2

3
異 　 常

Ｆ４
ＦＣ４

ＤＣ３０Ｖ　１Ａ
ＡＣ１２５Ｖ　０.２Ａ

電源ＯＦＦまたは、停電時作
動します。ジャンパーピンＪ
１の切替で断線等異常の作動
可能。
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④起動装置の接続
・起動装置の接続は、「８．試験およびセット」に基づいて実施してください。
・起動装置用コネクタへの起動装置（ガス発生器）の接続は、作動チェックが完了してから
行ってください。

（注）起動装置用コネクタにはショート用コネクタが取付けられています。
起動装置を接続するまでは取りはずさないでください。取外すと、電源灯が点滅し、
警報ブザーが間欠鳴動します。
ショート用コネクタは、点検時に必要ですので保存しておいてください。

※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は、ＹＳＬＡ型開放器をパッケージ内別置き端子台へ下図のよう
に接続してください。

YSLA型開放器接続 
DC24V

R S SL＋ SL－ 

パッケージ内別置き端子台
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（３）オプション機器の接続
①サーミスタ熱検知器を２個設置して使用する場合
・サーミスタ熱検知器（オプション）を、端子ＴＨ２－ＴＣに接続してください。
・端子ＴＨ２－ＴＣ間に取付けられている終端抵抗（５１ｋΩ）を取はずして、サーミスタ熱
検知器の配線を接続してください。

（注）端子ＴＨ１－ＴＣ、端子ＴＨ２－ＴＣに接続した２個のサーミスタ熱検知器はＯＲ動
作です。モード設定スイッチをＡＮＤ側にしても、ＡＮＤ動作にはなりません。

VC
TD

VM
L2

KL
C

GD
GK2

GV2
GK1

GV1

V

TC
L1

TH2
TH1

サーミスタ熱検知器 

終端抵抗を 
取りはずす 

終端抵抗を 
取りはずす 

サーミスタ熱検知器 

（オプション） 
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②サーミスタ熱検知器を３個以上設置して使用する場合
・信号変換器（ＴＴＡ－２、オプション）を設けて接続してください。
・信号変換器は、最大４個まで接続可能です。（並列接続）
・端子Ｌ１－Ｃ間に取付けられている終端抵抗（１０ｋΩ）を取りはずして、下図により信号
変換器と制御盤端子台およびサーミスタ熱検知器の接続をしてください。

・端子ＴＨ１－ＴＣ間または端子ＴＨ２－ＴＣ間と、端子Ｌ１－Ｃ間に接続した２個の
サーミスタ熱検知器は、モード設定スイッチをＡＮＤ側にすると、ＡＮＤ動作が可能です。

（注）信号変換器（ＴＴＡ－２）には、終端抵抗（１０ｋΩ）を内蔵しています。
２個以上接続する場合、１個は終端抵抗内蔵タイプで、他は必ず終端抵抗なしのタイ
プを使用してください。

VC
TD

VM
L2

KL
C

GV
GK2

GV2
GK1

GV1

V

TC
L1

TH2
TH1

信
号
変
換
器
端
子
 TTA－2

Ｖ１ 

ＴＤ 

Ｌ１ 

Ｃ１ 

ＴＨ 

ＴＨ 

Ｖ 

ＴＤ 

Ｌ１ 

Ｃ 

制
御
盤
端
子
 GCA-3HG

｝  サーミスタ熱検知器 

TTA－2

終端抵抗を 
取りはずす 

終端抵抗を 
取りはずす 

（オプション） 

信号変換器 
（オプション） 

サーミスタ熱検知器 
（オプション） 

サーミスタ熱検知器 

サーミスタ熱検知器 
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③サーミスタ熱検知器と定温式スポット型感知器（オプション）または、煙感知器（オプ
ション）、炎検知器（オプション）を設置して、ＯＲまたはＡＮＤ動作で使用する場合
・定温式スポット型感知器または、煙感知器は、端子Ｌ１－Ｃ１に接続してください。
（最大取付個数は、それぞれ４個以内となるようにしてください。）
・炎検知器は、端子Ｌ１－Ｃ－Ｖに接続してください。（最大取付け個数は１個です。）
・端子Ｌ１－Ｃ間に取付けられている終端抵抗（１０ｋΩ）を取りはずして、定温式スポット
型感知器または、煙感知器の配線を接続し、配線の終端に付属の１０ｋΩの抵抗を取付けて
ください。
・炎検知器は、端子Ｌ１－Ｃ間に取付けられている終端抵抗を取りはずして、端子Ｌ１－
Ｃ－Ｖに接続してください。（接続方法は、炎検知器の取扱説明書を参照してください。）
炎検知器は、終端抵抗を内蔵していますので、配線の終端に抵抗は不要です。

（注）定温式スポット型感知器または、煙感知器と炎検知器を接続する場合は、炎検知器に
終端抵抗を内蔵していますので、配線の終端に抵抗を取付けないでください。

（注）終端抵抗が取付けられていない場合、電源灯が点滅し、警報ブザーが間欠鳴動します。
ただし、サーミスタ熱検知器の場合は、サーミスタが抵抗体であるため、終端抵抗は
不要です。（取付けた場合、作動温度が設定と違ってきます。）

VC
TD

VM
L2

KL
C

GD
GK2

GV1
GK1

GV1

V

TC
L1

TH2
TH1

終端抵抗を 
取りはずす 

終端抵抗を 
取りはずす 

サーミスタ熱検知器 

定温式スポット型感知器または煙感知器 
（オプション） 

炎感知器 
（オプション） 

付属の抵抗（１０ＫΩ）を取り付ける 
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⑤遠隔自手動切替の接続
・端子ＶＭ－ＶＣに、スイッチ等接点を接続してください。
・制御盤の自動・手動切替スイッチが自動の場合、端子ＶＭ－ＶＣをショートさせると手動
に切替ります。（制御盤上の手動灯が点灯します。）オープンにすると自動になります。

（注）手動に切替えた後、サーミスタ熱検知器か感知器が作動すると、自動に切替えること
はできません。

④遠隔操作箱の接続
・遠隔操作箱（ＲＣ－３、オプション）を端子Ｖ－Ｌ２－Ｃに接続してください。
・遠隔操作箱は、最大４個まで接続可能です。（並列接続）
・端子Ｌ２－Ｃ間に取付けられている終端抵抗（１０ｋΩ）を取りはずして、下図により、遠
隔操作箱と制御盤端子台の接続をしてください。

（注）遠隔操作箱（ＲＣ－３）には、終端抵抗（１０ｋΩ）を内蔵しています。
２個以上接続する場合、１個は終端抵抗内蔵タイプで、他は必ず終端抵抗なしのタイ
プを使用してください。

TH1
TH2

L1
TC

V

GV1
GK1

GV2
GK2

GD

C
KL

L2
VM

TD
VC

終端抵抗を 
取りはずす 

遠隔操作箱 
（オプション） 

RC-3遠
隔
 

操
作
箱
 

端
子
 

RC-3

制
御
盤
 

 
端
子
 

GCA-3HG

V2

L3

C3

V

L2

C

自動 手動 

自手動切替器 

VM

VC
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⑥消火薬剤を２台以上、同時に放出させる場合
・ガス発生器起動ユニット（ＭＣ－Ｋ、オプション）を接続してください。
・ガス発生器起動ユニットは、最大５個まで接続可能です。
・端子ＧＫ１－ＧＫ２間に取付けられている終端抵抗（１０ｋΩ）を取りはずして、下図によ
りガス発生器起動ユニットの配線を接続し、ＧＫ１－ＧＫ２配線の終端に付属の１０ｋΩの
抵抗を取付けてください。

終端抵抗を 
取りはずす 

GV1

GK1

GV2

GK2

GD

MC-K

赤 

白 

黒 

緑 

黄 

MC-K

赤 

白 

黒 

緑 

黄 

ガス発生器起動ユニット 

（オプション） 

付属の抵抗（10kΩ）を取り付ける 

ガス発生器起動ユニット 

（オプション） 

赤 

黒 

黄 

白 

緑 MC-K

ガ
ス
発
生
器
起
動
 

ユ
ニ
ッ
ト
配
線
 

 
制
御
盤
端
子
 

GCA-3HG

GV1

GV2

GD

GK1

GK2

抵抗（10kΩ） 



設置編

51

4. 予備電源の接続

予備電源は、制御盤上部の板金カバーの上に落ちないよう固定し、予備電源用コネクタ（制御盤
右上部）に差し込んでください。
予備電源の容量は停電時、本設備を１時間監視状態を継続した後、１０分間作動させることがで
きます。

（注）本制御盤は、予備電源で動作中に予備電源の電圧が１２Ｖ以下に下がると、動作保護のため
予備電源の入力を切りはなし、電源を完全に切る回路を内蔵しています。この回路が動作し、
制御盤の動作が停止した場合は、交流入力を投入すると正常に復帰します。したがって交流
入力を接続せず、予備電源だけを接続して電源スイッチをＯＮにしても、制御盤は動作しま
せん。

予備電源 

・予備電源について
①予備電源の寿命は、正常な使用条件において３～５年とされていますが、設置環境、使用状
態などによって大きく左右されます。容量低下、液もれ、発錆などの異常が認められたとき
は、速やかに交換してください。
②予備電源は、外観上異常がなくても容量低下等が進行しますので定期的に交換してください。
③使用済み予備電源はそのまま破棄せず、販売店またはメーカーにご連絡ください。

（※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型は直流電源装置に予備電源を内蔵しています。）
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7. 制御盤の機能設定要領

1. スイッチ・ジャンパー等の配置

出荷時のスイッチジャンパー等の状態

交流入力電圧設定コネクタ
ＣＮ１

交流電源ヒューズ
ＦＰ１、ＦＰ２

予備電源ヒューズＦＢ

外部出力ヒューズＦＶ
連動出力ヒューズＦＫ１、ＦＫ２

温度設定ボリューム
ＶＲ１、ＶＲ２

自動・手動切替スイッチ

ジャンパーＪ１～Ｊ６

モード設定スイッチ

遅延時間設定スイッチ

ＡＣ２００Ｖ入力にセットしてあります。

２５０Ｖ　０.５Ａ（ガラス管　φ５.２×２０ｍｍ）

１２５Ｖ　１Ａ（ガラス管　φ５.２×２０ｍｍ）

１２５Ｖ　０.２Ａ（ガラス管　φ５.２×２０ｍｍ）

サーミスタ熱検知器の作動温度を約１２０℃にセットしてあ
ります。

自動側にセットしてあります。

１－２　ＯＮにセットしてあります。

ＯＲ側にセットしてあります。

０秒にセットしてあります。

設置編

０ 

５ 

１ ２ ３ ４ ６ ７
 ８
 ９ 

０ 

５ 

１ ２ ３ ４ ６ ７
 ８
 ９ 

１ 

１ ３ １ ３ 

１ 
３ 

１ 
３ 

１ 
３ 

１ 
３ 

ＣＮ１－１ 

ＯＮ 

ＳＷＰ 

ＯＦＦ 

ＣＮ１－２ 

ＡＣ１００Ｖ 

ＡＣ２００Ｖ 

ＣＮ２ 

ＣＮ１ 

ＴＢ１ 

ＣＮ３ 

ＣＮＢ 

ＦＶ 
ＦＫ１ 

ＦＫ２ 

０.２Ａ 
０.２Ａ 

０.２Ａ 

Ｐ１ 
Ｐ２ 

ＦＰ２ 

ＦＰ１ ０.５Ａ 

０.５Ａ １Ａ 

ＴＢ２ 

ＬＭ 
ＬＡ 

ＳＷＭ 
ＳＷＡ 

ＯＲ 

Ｍ 
Ａ 

ＡＮＤ 

ＬＦ１ 
ＶＲ１ 

ＬＦ２ 

ＶＲ２ 
ＬＤ１ ＬＤ２ ＬＤ３ ＬＤ４ ＬＤ５ ＬＤ６ ＬＤ７ ＬＤ８ ＬＤ９ 

ＬＣ ＳＣ２ 
ＳＣ１ 

ＣＮＧ 

ＦＵＳＥ 
ＦＵ
ＳＥ
 

ＦＵ
ＳＥ
 

ＦＵＳＥ ＦＵＳＥ 

Ｊ７ 

ＦＵ
ＳＥ
 

ＧＣＡ３ＡＨＧ－１－Ａ 

Ｊ８ 

Ｊ２ 
Ｊ３ 

Ｊ５ 

ＦＢ 
Ｊ１ 

Ｊ６ Ｊ４ 

予備電源ヒューズ 

ジャンパー 

温度設定ボリューム 

遅延時間設定スイッチ 
モード設定スイッチ 

自動・手動切替スイッチ 

ヒューズ 

交流入力電圧設定コネクター 

交流電源ヒューズ 

外部出力ヒューズ 

連動出力ヒューズ 
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2. 交流入力電圧の設定

3. サーミスタ熱検知器の作動温度の設定

交流入力電圧がＡＣ１００Ｖの場合、「６．配線工事」の「３.（２）.②交流入力の接続（Ｐ４１）」に基
づいて変更してください。

サーミスタ熱検知器の作動温度を変更する場合、表１．設定温度－抵抗値換算表より、変更する
作動温度（設定温度）から抵抗値を求め、※可変抵抗器等をテスターで求めた抵抗値に合わせ、下
記の要領により変更してください。

表１．設定温度－抵抗値換算表

※温度設定ボリュームＶＲ１（ＶＲ２）をＬ側（左回転）に一杯回した場合、約６０℃の設定とな
ります。
※可変抵抗器等はお客様の方で用意してください。

設定温度
℃
抵抗値
ｋΩ

６０ ６５ ７０ ７５ ８０ ８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０

１２.３ １０.３ ８.７ ７.３ ６.２ ５.３ ４.７ ３.９ ３.３ ２.９ ２.５ ２.２ １.９

電源スイッチＯＦＦ 

端子ＴＨ１－ＴＣ（ＴＨ２－ＴＣ）間に取 
付けられている終端抵抗（５１ｋΩ）を取 
りはずして、※可変抵抗器等を接続する。 

可変抵抗器等を端子ＴＨ１－ＴＣ（ＴＨ２－ 
ＴＣ）から取りはずして、サーミスタ熱検 
知器を接続する。 

電源スイッチをＯＦＦにする。 

作動温度の設定変更完了 

電源スイッチをＯＮにする。 

温度設定ボリュームＶＲ１（ＶＲ２）を－ 
ドライバでＬ側（左回転）に少しずつ回し 
ていく。 

ボリュームの上の表示灯ＬＦ１（ＬＦ２） 
が点灯する、ボリュームＶＲ１（ＶＲ２） 
の位置が設定位置です。 
（注）起動灯の点灯、ブザーの鳴動は数秒遅 
　　  れます。 

TH2

TH1

TC

可変抵抗器等 

終端抵抗を 
取りはずす 

×１ 

遅延時間 
タイマースタート 

ｓｅｃ 

ｓｅｃ ×１０ 

ＬＣ ＳＣ２ 
ＳＣ１ 

Ｌ 
ＶＲ２ 

Ｈ 

Ｌ 
ＶＲ１ 

Ｈ 

温度設定 

ＡＣ２５０Ｖ１.５Ａ 
ＤＣ３０Ｖ２.５Ａ 

起動 

異常灯 

連動装置(GD)

異常入力(TD)

連動出力短絡 
連動出力断線 
起動装置 

Ｌ２断線 
Ｌ１断線 
ＴＨ２断線 
ＴＨ１断線 

ＬＤ８ 
ＬＤ７ 
ＬＤ６ 
ＬＤ５ 
ＬＤ４ 
ＬＤ３ 
ＬＤ２ 

ＬＤ９ 

ＬＤ１ 

９ 

８ 
７ ６ ４ 

３ 
２ 

１ 

５ 

０ 

９ 

８ 
７ ６ ４ 

３ 
２ 

１ 

５ 

０ 

ＬＤ９ 
ＬＤ８ 

ＬＤ７ 
ＬＤ６ 

ＬＤ５ 
ＬＤ４ 

ＬＤ３ 
ＬＤ２ 

ＬＤ１ 
ＶＲ２ 

ＬＦ２ 

ＶＲ１ 
ＬＦ１ 

点灯 
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4. 自動・手動切替

5. ジャンパー設定

・自動・手動切替スイッチを「自動」にすると自動監視状
態、「手動」にすると手動監視状態になります。また、
自動・手動切替スイッチが「自動」の時、遠隔自手動切
替入力（端子ＶＭ－ＶＣ）をショートさせることで、手
動監視状態にできます。
・手動監視状態は、制御盤上の手動灯が点灯し、サーミス
タ熱検知器または、その他火災感知器が作動しても、起
動灯が点滅し、警報ブザーが断続鳴動しますが、消火薬
剤は放出しません。
・手動監視状態で、サーミスタ熱検知器または、その他火
災感知器が作動した場合、手動監視状態を保持しますの
で、自動・手動切替スイッチを「自動」または、遠隔自
手動切替入力をオープンにしても、自動監視状態にはな
りません。電源スイッチをＯＦＦにすると保持が解除し
ます。

ジャンパー説明表

Ｊ１

Ｊ２

Ｊ３

Ｊ４

Ｊ５

Ｊ６

異常移報の内容選択
１－２０Ｎ

２－３０Ｎ

１－２０Ｎ

２－３０Ｎ

１－２０Ｎ

２－３０Ｎ

１－２０Ｎ

２－３０Ｎ

１－２０Ｎ

２－３０Ｎ

１－２０Ｎ

２－３０Ｎ

電源ＯＦＦまたは停電時出力

電源ＯＦＦまたは停電時および断線等異常時出力

感知移報と同じ

起動移報と同じ

ａ接点

ｂ接点

ａ接点

ｂ接点

ａ接点

ｂ接点

ａ接点

ｂ接点

感知・起動移報の
感知・起動の選択

感知移報のａ接点
ｂ接点の選択

起動移報のａ接点
ｂ接点の選択

感知・起動移報の
ａ接点ｂ接点の選択

異常移報のａ接点
ｂ接点の選択

ＶＣ 
ＴＤ 

ＶＭ 
Ｌ２ 

ＫＬ 
Ｃ 

ＯＲ 

モード設定 

ＡＮＤ 

自動 

手動 

Ｆ４ 
ＦＣ４ 

Ｆ３ 
ＦＣ３ 

Ｆ２ ＦＣ２ 
Ｆ１ 

ＦＣ１ 
ＧＤ 

ＧＫ２ 
ＧＶ２ 

ＧＫ１ 
ＧＶ１ 

Ｖ 
ＴＣ 

Ｌ１ 

ＴＨ２ 
ＴＨ１ 

ＡＮＤ 
Ａ 

Ｍ 

ＯＲ 

ＳＷＡ 
ＳＷＭ 

ＬＡ 
ＬＭ 

手動 

自動・手動切替 
スイッチ 
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6. モード設定

・サーミスタ熱検知器（端子ＴＨ１－ＴＣまたはＴＨ２－ＴＣ）とその他火災感知器（端子Ｌ
１－Ｃ１）に接続して、ＡＮＤ動作で使用するには、モード設定スイッチを「ＡＮＤ」として
ください。

ＯＲ ……………サーミスタ熱検知器または、その他火災感知器が作動すれば、起動条件
が成立します。

ＡＮＤ …………サーミスタ熱検知器とその他火災感知器の両方が作動すれば、起動条件
が成立します。

・ＡＮＤ設定（制御盤上のＡＮＤ灯が点灯する）の場合、サーミスタ熱検知器、その他火災感知
器のどちらか一方が作動したとき、起動灯が点滅し、警報ブザーが断続鳴動します。この場合、
ＡＮＤ設定を保持しますので、モード設定スイッチを「ＯＲ」にしても、ＯＲ動作にはなりま
せん。電源スイッチをＯＦＦにすると保持が解除します。
サーミスタ熱検知器とその他火災感知器の両方が作動して、起動条件が成立し、消火薬剤を放
出するとき、起動灯が点灯し、警報ブザーが連続鳴動します。

設置編

ＯＲ 

モード設定 

ＡＮＤ 

自動 

手動 

Ｆ４ 
ＦＣ４ 

Ｆ３ 
ＦＣ３ 

Ｆ２ ＦＣ２ 
Ｆ１ 

ＦＣ１ 
ＧＤ 

ＧＫ２ 
ＧＶ２ 

ＧＫ１ 
ＧＶ１ 

ＡＮＤ 
Ａ 

Ｍ 

ＯＲ 

ＳＷＡ 
ＳＷＭ 

ＬＡ 
ＬＭ 

手動 

起動灯 

警報ブザー 
自動・手動切替 
スイッチ 
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7. 遅延タイマー

・サーミスタ熱検知器、その他火災感知器の作動または、手動起動ボタンを押す等起動条件が成
立したとき、遅延タイマーが作動し、遅延時間設定スイッチで設定した時間後に、消火薬剤を
放出します。
・サーミスタ熱検知器、その他火災感知器の作動または、手動起動ボタンを押す等起動条件が成
立したとき、起動灯が点滅、警報ブザーが断続鳴動、制御盤上のタイマースタート灯が点灯、
遅延タイマーが作動します。設定時間後、起動灯が点灯、警報ブザーが連続鳴動し、消火薬剤
を放出します。
・遅延時間設定スイッチは、下が１の位、上が１０の位で、最大９９秒までの設定が可能です。

×１ 

遅延時間 
タイマースタート 

ｓｅｃ 

ｓｅｃ ×１０ 

ＬＣ ＳＣ２ 
ＳＣ１ 

Ｌ 
ＶＲ２ 

Ｈ 

Ｌ 
ＶＲ１ 

Ｈ 

温度設定 

異常灯 

連動装置(GD)

異常入力(TD)

連動出力短絡 
連動出力断線 
起動装置 

Ｌ２断線 
Ｌ１断線 
ＴＨ２断線 
ＴＨ１断線 

ＬＤ８ 
ＬＤ７ 
ＬＤ６ 
ＬＤ５ 
ＬＤ４ 
ＬＤ３ 
ＬＤ２ 

ＬＤ９ 

ＬＤ１ 

９ 

８ 
７ ６ ４ 

３ 
２ 

１ 

５ 

０ 

９ 

８ 
７ ６ ４ 

３ 
２ 

１ 

５ 

０ 

ＬＤ９ 
ＬＤ８ 

ＬＤ７ 
ＬＤ６ 

ＬＤ５ 
ＬＤ４ 

ＬＤ３ 
ＬＤ２ 

ＬＤ１ 
ＶＲ２ 

ＬＦ２ 

ＶＲ１ 
ＬＦ１ 

タイマースタート灯 

遅延時間設定スイッチ 
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8. 試験およびセット

1. 試験準備

AFF-6B型は起動用セットピンはありません。２）より試験準備を実施してください。

１）試験が完了するまで起動用セットピンは、「セット前」の位置に取付けておいてください。

２）制御盤の起動装置用コネクタには、起動装置のコネクタを接続しないでください。

３）起動装置用コネクタには、ショート用コネクタが取付けられています。
試験が完了し、起動装置のコネクタを接続するまで、取りはずさないでください。取りはず
した場合、異常灯が点滅し、警報ブザーが間欠鳴動します。

４）起動装置以外の配線が、間違いなく端子に接続されていることを確認してください。

セットピン 
（セット前の位置） 

起動装置 

（ACO-15Bタイプ） 

ショート用コネクタ 

起動装置用コネクタ 

（※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型
はＹＳＬＡ型開放器を貯蔵
容器に取り付けないでくだ
さい。）
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2. 試験

（１）自動による試験
①モード設定スイッチをＯＲ側にした場合

制御盤の電源スイッチをON
にする。 

電源灯が点灯 

自動・手動切替スイッチを
自動側にする。 

サーミスタ熱検知器等を作
動させる。 

起動灯 …………… 点滅 
警報ブザー ……… 断続鳴動 
制御盤上の 
タイマースタート灯 

… 点灯 

（例：温水・ドライヤー等で行う） 

サーミスタ熱検知器以外の
その他火災感知器を接続し
ている場合は、各々の感知
器が作動する方法を用いて
ください。 

設定した遅延時間経過 

電源スイッチをOFFにする。 

各移報の確認 

起動灯 …………… 点灯 
警報ブザー ……… 連続鳴動 
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②モード設定スイッチをＡＮＤ側にした場合

制御盤の電源スイッチをON
にする。 

電源灯が点灯 
制御盤上のAND灯が点灯 

自動・手動切替スイッチを
自動側にする。 

サーミスタ熱検知器または、 
その他火災感知器のどちら
かを作動させる。 

起動灯 …………… 点滅 
警報ブザー ……… 断続鳴動 
制御盤上の 
タイマースタート灯 

… 点灯 

サーミスタ熱検知器とその
他火災感知器の両方を作動
させる。 

（例：温水・ドライヤー等で行う） 

サーミスタ熱検知器以外の
その他火災感知器を接続し
ている場合は、各々の感知
器が作動する方法を用いて
ください。 

設定した遅延時間経過 

電源スイッチをOFFにする。 

各移報の確認 

各移報の確認 

起動灯 …………… 点滅 
警報ブザー ……… 断続鳴動 

起動灯 …………… 点灯　　 
警報ブザー ……… 連続鳴動 
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制御盤の電源スイッチをON
にする。 

電源灯が点灯 

自動・手動切替スイッチを
手動側にする。 

制御盤上の手動灯が点灯 

手動起動ボタンを押す。 サーミスタ熱検知器等を作
動させる。 

起動灯 …………… 点滅 
警報ブザー ……… 断続鳴動 
制御盤上の 
タイマースタート灯 

… 点灯 

設定した遅延時間経過 

電源スイッチをOFFにする。 

各移報の確認 

電源スイッチをOFFにする。 

各移報の確認 

起動灯 …………… 点滅 
警報ブザー ……… 断続鳴動 

起動灯 …………… 点灯　　 
警報ブザー ……… 連続鳴動 

自動・手動切替スイッチを
自動側にする。上記と同じ
ことを行い、自動の場合で
も手動起動ボタンで作動す
ることを確認する。 

遠隔操作箱を設けた場合も、
上記と同じ操作を行い、遠隔
操作箱の手動起動ボタンでも
作動することを確認する。 
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（３）断線警報の試験

制御盤の電源スイッチをON
にする。 

取り外した配線を元の位置
に接続する。 

異常灯 …………… 点滅 
警報ブザー ……… 間欠鳴動 
制御盤上の 
対応する異常灯 

… 点灯 

全ての配線について上記と
同じことを行う。 

異常灯 …………… 消灯 
警報ブザー ……… 停止 
制御盤上の 
対応する異常灯 

… 消灯 

制御盤端子からサーミスタ
熱検知器、その他火災感知
器、遠隔操作箱、起動装置
用コネクタ等、終端抵抗等
を接続する配線の片側また
は両側を取り外す。 
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3. セット方法

前記２．の試験が完了後

セ
ッ
ト
ピ
ン
は
セ
ッ
ト
前
の
位
置
 

に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

起
動
灯
の
消
灯
お
よ
び
警
報
ブ
ザ
ー
が
鳴
動

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

制
御
盤
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
O
N
に
す
る
。
 

電
源
灯
の
点
灯
を
確
認
 

セ
ッ
ト
ピ
ン
を
セ
ッ
ト
前
の
位
置
か
ら
外
す

（
左
回
し
）
 

起
動
装
置
用
コ
ネ
ク
タ
に
起
動
装
置
を
接
続

す
る
。
 

異
常
灯
消
灯
・
警
報
ブ
ザ
ー
間
欠
鳴
動
停
止

の
確
認
。
 

起
動
軸
上
部
の
封
紙
を
は
が
し
起
動
軸
上
部

へ
セ
ッ
ト
ピ
ン
を
ゆ
っ
く
り
ネ
ジ
込
む
 

（
右
回
し
）
 

外
蓋
を
し
め
る
 

完
　
　
了
 

起
動
装
置
用
コ
ネ
ク
タ
に
接
続
し
て
あ
る

シ
ョ
ー
ト
用
コ
ネ
ク
タ
を
取
り
外
す
。
異
常

灯
点
滅
・
警
報
ブ
ザ
ー
間
欠
鳴
動
の
確
認
。
 

注
：
点
検
時
に
シ
ョ
ー
ト
用
コ
ネ

ク
タ
が
必
要
で
す
の
で
保
存

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

(　　　
　　　

　　　
　　　

　　)

注
）
起
動
軸
に
セ
ッ
ト
ピ
ン
を
入
れ
る
場
合
、
起
動
軸
が
下
に
さ
が
っ
て
い
る
 

　
　
場
合
は
起
動
軸
を
手
で
持
ち
上
げ
、
穴
が
レ
バ
ー
の
上
に
く
る
よ
う
に
す
 

　
　
る
。
こ
の
時
、強
く
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
て
セ
ッ
ト
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
（
※
Ａ
Ｃ
Ｏ
－
６
０
Ｂ
・
１
０
０
Ｂ
型
は
ロ
ッ
ク
ピ
ン
キ
ー
パ
ー
を
抜
い
て
保
管
 

　
　
　
穴
へ
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）
 

注
）
Ａ
Ｃ
Ｏ
－
６
０
Ｂ
・
１
０
０
Ｂ
型
 

　
　
は
Ｙ
Ｓ
Ｌ
Ａ
型
開
放
器
を
 

　
　
貯
蔵
容
器
に
取
付
け
て
く
 

　
　
だ
さ
い
。
 

　
　
た
だ
し
、
ロ
ッ
ク
ピ
ン
キ
ー
 

　
　
パ
ー
は
抜
か
な
い
で
く
だ
 

　
　
さ
い
。
 

セ
ッ
ト
ピ
ン
 

（
A
C
O
-1
5B
タ
イ
プ
）
 

封
紙
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前記２．の試験が完了後

AFF-6B型はセットピンが 
ない仕様ですからセットピン 
の付替え作業は不要です。 

起動灯の消灯および警報ブザーが鳴動
していないことを確認してください。 

制御盤の電源スイッチをONにする。 電源灯の点灯を確認 

起動装置用コネクタに起動装置を接続
する。 

異常灯消灯・警報ブザー間欠鳴動停止
の確認。 

完　　了 

起動装置用コネクタに接続してある
ショート用コネクタを取り外す。異常
灯点滅・警報ブザー間欠鳴動の確認。 

注：点検時にショート用コネ
クタが必要ですので保存
しておいてください。 

(　　　　　　　　　　　　　　)

起動装置用 
コネクター ガス発生器 

起動装置用コネクター 

ショート用コネクター 



9. チェックシート

■取付時チェック要領書

チェック項目 設置業者 エンドユーザー

（○×記入）

. .

お客様サイン

検査実施日　→

消火装置製造番号

. .

1、施工後のチェック

イ）本体、各機器の取付および固定が完了しているか

ロ）配管、配線等の施工が完了しているか

2、作動テスト前のチェック

イ）セットピンをセット前の位置にとりつけているか

ロ）ガス発生器が制御盤につながっていないか

ハ）YSLA型開放器をとりつけていないか
（ACO－60B・100Bの場合）

3、自動テスト作動時のチェック

イ）自動によるテスト

①感知器をドライヤーで加温する

②警報ブザーは鳴動したか

③移報出力は正常か
（電源遮断、連動機器停止、移報等をするか）

④電源を「OFF」にして制御盤を復旧する。すべて復旧
したか

4、手動テストのチェック

イ）起動用押しボタンを押す

①警報ブザーが鳴動したか

②移報出力は正常か
（電源遮断、連動機器停止、移報等をするか）

③電源を「OFF」にして制御盤を復旧する。すべて復旧
したか

5、遠隔起動装置のテストチェック

イ）起動用押しボタンを押す

①警報ブザーが鳴動したか

②移報出力は正常か
（電源遮断、連動機器停止、移報等をするか）

③電源を「OFF」にして制御盤を復旧する。すべて復旧
したか

設置編
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1. 点検前の準備作業

点検編
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点検作業に入る前に必ず次のことを実施してください。

AFF-6B型はセットピンがない仕様です。（２）からの準備作業を実施ください。

（１）本体の外蓋を取りはずし、セットピンをセット位置から取外し（左回し）、セット前の位置
にネジ込んでください。（右回し）
（注）セットピンをセット位置からはずしたとき、上レバーが下にさがらないよう、注意し

てください。
※ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂ型はＹＳＬＡ型開放器のロックピンキーパーを保管穴から取りはず
し（左回り）、開放器側面（銘板側）中央にネジ込んでください。（右回し）

（２）起動装置用コネクタから起動装置の配線をはずして、起動装置用コネクタにショート用コネ
クタを取付けてください。

（３）制御盤の移報回路に配線されている場合は、関係者への連絡を行うと共に、場合によっては
立会いをもとめてください。

セットピン 

セットピンをこの 
位置にネジ込む 

起動装置 

（ACO-7B） 

ショート用コネクタ 

起動装置用コネクタ 



2. 外観・機能点検（6ヶ月点検）

点 検 項 目

点検編点検編
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キ

ャ

ビ

ネ

ッ

ト

配

管

配

線

ノ

ズ

ル

サ
ー
ミ
ス
タ
熱
検
知
器

設 置 場 所

取 付 状 況

制

御

盤

貯

蔵

容

器

等

操 作 部

端 子 台

そ の 他

貯 蔵 容 器

指 示 圧 力 計

固 定 バ ン ド ・ 固 定 金 具

起動装置等

起 動 装 置

取 付 状 況

リ ー ド 線

ガ ス 発 生 器

銅 管 ・ 鋼 管

接 続 部

固 定

種 別

被 覆

保 護

取 付 状 況

取 付 位 置 等

ノ ズ ル キ ャ ッ プ

取 付 状 況

取 付 位 置

そ の 他

電 源 灯

自・手動切替スイッチ

起 動 灯

手動起動ボタン

そ の 他

接 続 状 況

点 検 内 容

水滴等がかからない場所で点検に便利でかつ火災等に
よる被害を受けるおそれが少ない箇所に設けてあるこ
と。周囲に障害物がなく、操作が容易にできる位置で
あること。

堅固に取付けられてあり、かつ変形・損傷がないこと。

点灯していること。

設定状態となっていること。

各表示灯は、変形・損傷・脱落がないこと。

外蓋のアクリルカバーは破損していないこと。

油等によって汚れていないこと。

結線に緩みや腐食がないこと。

油・水滴等の浸入がないこと。

変形・損傷・脱落がないこと。

ＡＦＦ－６Ｂの場合、指針が緑色範囲内にあること。

緩みがないこと。

変形・損傷がないこと。
セットピンが起動軸に取付けられていること。
ロックピンキーパーが保管穴に取付られていること。
（ＡＣＯ－６０Ｂ・１００Ｂの場合）

下レバーとの取付に緩みがないこと。

損傷がないこと。

設置後４年以内であること。
（４年を経過したものは交換すること。）

偏平、つぶれ、腐食がないこと。

緩みがないこと。

配管は確実に固定されていること。

耐熱電線であること。

損傷がないこと。

貫通部等の配線保護は適正であること。

堅固に取付けられ、かつ変形、損傷、腐食等がないこと。

取付位置、方向は適正であること。

異物の付着がないこと。
ノズルキャップが取付けられていること。

堅固に取付けられ、かつ変形、損傷、腐食等がないこと。

適正であること。

異物の付着がないこと。
設置後４年以内であること。
（４年を経過したものは交換すること。）

点検編



3. 総合点検（1年点検）
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総合点検は外観、機能点検に加えて下記事項について点検を行ってください。
※点検を行なう前に、本体内のセットピンをセット前の位置へ移設し、起動装置用コネクタから
起動装置の配線をはずしてください。（１．の「点検前の準備作業」Ｐ６３参照）

セット方法
全ての点検作業が終わり、セット状態にする場合、設置編の「８．試験およびセット」に準じ
てセットしてください。

点 検 項 目

作
動
テ
ス
ト

サーミスタ熱検知器による試験

手 動 起 動 ボ タ ン に よ る 試 験

消 火 薬 剤 量 測 定

設置編の「８．試験およびセット」に準じて、サーミ
スタ熱検知器の作動試験を行ない、制御盤の表示およ
び移報の動作を確認すること。

設置編の「８．試験およびセット」に準じて、手動起
動ボタンの作動試験を行ない、制御盤の表示および移
報の動作を確認すること。

貯蔵容器に起動装置が取付けられた状態で質量測定
し、消火薬剤量が適正であるかを確認すること。

機 種

容器肩部
表示重量
による

－

－

ガス量 備 考

ＡＣＯ－４Ｂ

ＡＣＯ－７Ｂ

ＡＣＯ－１０Ｂ

ＡＣＯ－１５Ｂ、１５ＢＺ

ＡＤＣ－２０Ｂ

ＡＦＦ－６Ｂ

２.０ｋｇ

３.２ｋｇ

４.６ｋｇ

６.８ｋｇ

加圧用ガス量
１５５ｇ

薬剤質量
６.７ｋｇ

ガス量が１０％以上減
量している場合は再充
填してください。

指示圧力計指針が緑色
範囲外にある場合は再
充填してください。

点 検 内 容

ＡＣＯ－３０Ｂ １３.３ｋｇ

ＡＣＯ－６０Ｂ ２８.０ｋｇ

ＡＣＯ－１００Ｂ ４５.０ｋｇ



4. 交換部品

0. AAA

6868

起動装置 

ガス発生器 

ガス発生器 

制御盤 

1. 下記部品は4年毎に交換してください。

5. ガス発生器の交換

１）本体内起動装置のガス発生器
２）サーミスタ熱検知器
３）消火薬剤（泡消火薬剤、粉末消火薬剤）（８年）
４）ノズルキャップ、Ｏリング
５）予備電源（オプション）（Ｐ４９ 予備電源について参照）

起動後、消火薬剤を放出した場合、または設置後４年を経過した場合、ガス発生器を交換してく
ださい。

1.ADC型，ACO型の場合
（１）セットピンをセット位置から取外し、セット

前の位置に取付けてください。
（薬剤を放出した場合はセット位置の状態で）

（２）電源スイッチをＯＦＦにし、起動装置に取付
けられているガス発生器の配線を起動装置用
コネクタからはずしてください。

（３）袋ナットをゆるめ貯蔵容器と接続銅管を分離
してください。

点検編点検編点検編
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（４）ブラケットをはずし薬剤容器をキャビネット
の外へ出してください。

（５）起動装置からガス発生器および取付ジョイン
トをスパナを使用し、はずしてください。
薬剤を放出した場合は、上レバーが下がった
状態にあり、起動装置の内部に内圧が入って
いるが、ガス発生器をはずす途中で抜ける。

（６）新しいガス発生器を取付ける。
・薬剤を放出した場合は、金属ストレーナーも新品
と交換してください。
・ガス発生器にＯリングがついているのを確認して
ください。

（７）起動軸を手で引き上げた状態でガス発生器を
取付けてください。

ブラケット 

取付ジョイント 

ガス発生器 

起動軸 

起動装置 

取付ジョイント 

金属ストレーナー 

Oリング 
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（４）ガス発生器の取りはずし
①設置から４年を経過した場合
シリンダーからガス発生器をスパナではずし
てください。

ブラケット 

ガス発生器 

制御盤 

2.AFF-6Bの場合
（１）電源スイッチをＯＦＦにし、起動装置に取付

けられているガス発生器の配線を起動装置用
コネクタからはずしてください。

（２）袋ナットをゆるめ貯蔵容器と接続銅管を分離
してください。

（３）ブラケットをはずし薬剤容器をキャビネット
の外へ出してください。

シリンダー 

スパナ 

スパナ 

ガス発生器 

起動装置 

（回らない用に固定） 

シリンダーがゆるまないようにシリ
ンダー下部をスパナで固定してガス
発生器を取りはずしてください。

注意

点検編点検編点検編
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②薬剤を放出した場合
①と同じように、スパナを使用してガス発生
器をはずしてください。（シリンダー内部に
内圧が残っていてもガス発生器をはずす途中
で圧力は抜けます。）

起動装置を組付けている十字穴付きタッピン
ねじをゆるめ、起動装置をはずしガス発生
器・シリンダーをスパナではずしてください。

シリンダー 

ガス発生器 

起動装置 

十字穴付き 
タッピンねじ 

（５）新しいガス発生器を取付ける
①設置から４年を経過した場合
ガス発生器にＯリングがついているのを確認
してシリンダーにスパナで最後までしっかり
と組付けてください。

②薬剤を放出した場合
シリンダー内の火薬粉を取り除くため、シリ
ンダー内をしっかりエアブローしてくださ
い。
起動装置にシリンダーを起動装置内のナット
で組付けてください。
ガス発生器にＯリングがついているのを確認
してシリンダーにスパナで最後までしっかり
と組付けてください。
組み替えた起動装置をバルブに組付けてくだ
さい。

Oリング ガス発生器 

シリンダー 

起動装置 

十字穴付き 
タッピンねじ 

シリンダー 

ガス発生器 

起動装置 

ナット 



6. 消火薬剤の交換
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1.ADC-20Bの場合
（１）排圧栓を－ドライバーでゆるめ、残っている

内圧を排出してください。
（注）排圧が終れば排圧栓を元通りに締付け

シールを貼りつけてください。

（２）薬剤容器をクランプ台に固定しバルブカバー
を専用スパナで徐々にゆるめ、バルブカバー
を容器より取りはずしてください。

（３）バルブ本体を容器から取出して、容器内に残っ
ている消火薬剤を取出して新しい消火薬剤を
規定量（６.０ｋｇ）充てんしてください。

（４）ボンベをはずした状態で上下レバーを握り、
粉末放出管より空気を吹き込んで放出管の通
気性を確めてください。

排圧栓 

点検編点検編点検編
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（５）粉末放出管の防湿封板を新しいものと交換し
てください。

（６）セットピンをセットの前の位置に取付けてく
ださい。
セットピンを付けた後に新しい加圧用ガス容
器を取付けてください。

（７）バルブ本体を挿入する。消火薬剤をよく振っ
てほぐしてから挿入してください。無理に押
し込まないでください。

（８）バルブカバーを仮締め後、再び薬剤容器をク
ランプ台に固定し、バルブカバーを専用スパ
ナでしっかり締め付けてください。

封板 

セットピン 

加圧用ガス容器 



（３）容器内に残っている消火薬剤を取出し、新し
い消火薬剤を規定量充てんしてください。
※泡消火薬剤６.０Ｌ ６.７ｋｇ

74

2.AFF-6Bの場合
（１）指示圧力計の針が０ＭＰａになっているかどう

かを確かめてください。圧力がある場合は起
動装置を取付けている十字穴付きタッピンネ
ジ1個をゆるめ、起動装置を取り外してくださ
い。容器を逆さにして専用レバーで弁軸を押
し、圧力を放出してください。

（２）薬剤容器をクランプ台に固定し、バルブカ
バーを専用スパナで徐々にゆるめ、バルブを
容器より取りはずしてください。

（４）取り出したバルブに水を通してよく洗い、窒
素ガス等で十分に乾燥させる。
Ｏリングおよび容器の口金部を乾いた布で清
掃しＯリングにグリスを塗って元通り取付け、
しっかり締め付けてください。

（５）圧力充てん治具をバルブに取付け、窒素ガス
ボンベに連結させ、規定の圧力（０.７～０.９８
ＭＰａ）を充てんしてください。
窒素ガスを充てんするには弁軸を専用レバー
を使用して押し下げる必要があります。

（６）加圧後充てん口等より圧力漏れが無いか確認
してください。

（７）起動装置を元通り取付けてください。

起動装置 

シリンダー 

十字穴付き 
タッピンねじ 

起動装置用 
コネクター 

ガス発生器 

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ

弁軸 

押し下げる 
専用レバー 

起動装置 

十字穴付き 
タッピンねじ 

点検編点検編点検編



7. 銅配管クリーニング方法
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● AFF-6B（泡）、ADC-20B（粉末）を使用した場合
（１）薬剤容器を取出してください。
（２）キャビネット内の銅管に治具をつけ、窒素ガスボンベ側の接続金具をつないでください。
（３）窒素ガスボンベのバルブを開き、クリーニングを行ってください。

（調整器二次圧力約１ＭＰａで行ってください。）

①AFF-6B（泡）型の場合はノズルをはずし、配管内の薬剤の付着が無い様に十分
にクリーニングを行ってください。
②ノズルを水中に浸し、薬剤の詰まりがある場合は取り除き、クリーニング後ノズ
ルを元通りにセットしてください。

8. ノズルキャップの交換
ノズルキャップが変形し、機能的に支障をきたす場合および、消火薬剤放出により使用した場合
は交換してください。
（１）ノズルを清掃してください。
（２）Ｏリングにグリスを付け、Ｏリング溝に

入れてください。
（３）ノズルキャップを取付けてください。

9. 交換・使用後の処置
弊社あるいは、最寄りの販売店に連絡し交換または充てんを依頼してください。

注意

二次側圧力計 一次側圧力計 

調整器 

窒素ガスボンベ 

ノズル 

（ADC-20B） 

Oリング溝 

Oリング 

ノズルキャップ 
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1. 二酸化炭素消火薬剤量の算出方法

設計基準編

1. 全域放出方式

表－１に掲げる割合で計算した量。ただしその量が同表に掲げる量未満となる場合においては、
当該消火剤の総量の最低限度の欄に掲げる量とすること。

（算出例）
●基本薬剤量
体積 ２.０ｍ×１.５ｍ×３.０ｍ＝９.０ｍ３

薬剤量 ９.０ｍ３×１.１ｋｇ／ｍ３＝９.９ｋｇ

●開口部附加量
開口部面積 ０.５ｍ×０.８ｍ＝０.４ｍ２

薬剤量 ０.４ｍ２×５.０ｋｇ／ｍ２＝２.０ｋｇ

これより　　９.９ｋｇ＋２.０ｋｇ＝１１.９ｋｇ　薬剤が必要となります。
またファンに機器停止をかけられない場合は、３ｍ３／分の換気風量とすると

３.０ｍ３／分×０.７５ｋｇ／ｍ３＝２.２５ｋｇ
この場合の薬剤量は、１１.９ｋｇ＋２.２５ｋｇ＝１４.１５ｋｇ　必要となります。

※１　防護区画内において貯蔵し、または取り扱う危険物の種類に応じ別表に定める係数を乗じること。
※２　防護区画の換気装置は消火剤放出前に停止することを原則とするが、機械停止をすることが出来ない

場合は１分間当りの排気量に０．７５ｋｇ／ｍ３を乗じたものを加算する。
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防護区画の体積
（m3）

防護区画の１m3当りの
消火剤の量（kg）

消火剤の最低限度
（kg）

開口部附加量
１m2当り（kg）

5未満 1.2 － 5

5以上15未満 1.1 6 5

15以上50未満 1.0 17 5

50以上150未満 0.9 50 5

150以上1500未満 0.8 135 5

■容積計数 表ー1

換気フードダクト 
（風量3m3／分） 

3.01.5

2.
0

0.
5

0.8

開口部 

2. 局所放出方式

次のアまたはイにより算出された量に１.４を乗じた量を貯蔵し、また取り扱う危険物に応じ別表
に定める係数を乗じた量以上の量とすること。

ア．面積式
防護対象物の表面積（当該防護対象物の一辺の長さが０.６ｍ以下の場合にあっては、当該辺
の長さを０.６ｍとして計算した面積）１ｍ２につき１３ｋｇの割合で計算した量。

イ．容積式
次の式によって求められた量に防護空間（防護対象物の全ての部分から０.６ｍ離れた部分に
よって囲まれた空間の部分）の体積を乗じた量。

Ｑ＝８－６ａＡ
Ｑ：単位体積当りの消火剤の量（単位　ｋｇ／ｍ３）
ａ：防護対象物の周囲に実際に設けられた固定側壁（防護対象物の部分から０.６ｍ未満の
部分にあるものに限る。）の面積の合計（単位　ｍ２）

Ａ：防護空間の全周の側面積（実際に設けられた固定側壁の面積と固定側壁のない部分に
固定側壁があるものと仮定した部分の面積の合計。）（単位　ｍ２）
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3. 泡消火薬剤量の算出方法

1. 全域放出方式

表－２に掲げる量の割合で計算した量。

泡水溶液の放出量は、対象部分の表面積１ｍ２当り５Ｌ以上とします。

（算出例）
通常の油槽の大きさは約０.３ｍ２～１.６ｍ２です。油槽の大きさに応じて泡消火薬剤量を決定します。
●０.３ｍ２油槽の場合　　０.３ｍ２×５Ｌ／ｍ２＝１.５Ｌ　なので６Ｌタイプ１台設置します。

●１.６ｍ２油槽の場合　　１.６ｍ２×５Ｌ／ｍ２＝８.０Ｌ　なので６Ｌタイプ２台設置します。

※１　防護区画内において貯蔵し、または取り扱う危険物の種類に応じ別表に定める係数を乗じること。

防護区画１m3当りの
消火剤の量（kg）

開口部附加量
１m2当り（kg）

0.36 2.7

表－2

2. 局所放出方式

次のアまたはイにより算出された量に１.１を乗じた量を貯蔵し、また取り扱う危険物に応じ別表
に定める係数を乗じた量以上の量とすること。

ア．面積式
防護対象物の表面積（当該防護対象物の一辺の長さが０.６ｍ以下の場合にあっては、当該辺
の長さを０.６ｍとして計算した面積）１ｍ２につき５.２ｋｇの割合で計算した量。

イ．容積式
次の式によって求められた量に防護空間の体積を乗じた量。

Ｑ＝３.２－２.４ａＡ
Ｑ：単位体積当りの消火剤の量（単位　ｋｇ／ｍ３）
ａ：防護対象物の周囲に実際に設けられた固定側壁の面積の合計（単位　ｍ２）
Ａ：防護空間の全周の側面積（壁のない部分にあっては、壁があるものと仮定した場合に
おける当該部分の面積）（単位　ｍ２）
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危険物の種類に対するガス系消火剤の係数

備考　－印は、当該危険物の消火剤として使用不可
イソプロピルアルコール（IPA） CO2係数　1.0

消火剤の
種類

危険物

アクリロニトリル
アセトアルデヒド
アセトニトリル
アセトン
アニリン
イソオクタン
イソプレン
イソプロピルアミン
イソプロピルエーテル
イソヘキサン
イソヘプタン
イソペンタン
エタノール
エチルアミン
塩化ビニル
オクタン
ガソリン
ギ酸エチル
ギ酸プロピル
ギ酸メチル
軽油
原油
酢酸
酢酸エチル
酢酸メチル
酸化プロピレン
シクロヘキサン
ジエチルアミン
ジエチルエーテル
ジオキサン
重油
潤滑油
テトラヒドロフラン
灯油
トリエチルアミン
トルエン
ナフサ
菜種油
二硫化炭素
ビニルエチルエーテル
ピリジン
ブタノール
プロパノール
2ープロパノール
プロピルアミン
ヘキサン
ヘプタン
ベンゼン
ベンタン
ボイル油
メタノール
メチルエチルケトン
モノクロルベンゼン

1.2

1.0
1.0

1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.2
1.0

1.2
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

1.0
1.0
1.8
1.0
1.0
1.2
1.6
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

3.0
1.2

1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

1.6
1.0

1.4

1.0
1.0

1.0
1.2
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

1.0
1.0
1.0
1.0
1.4
1.0
1.0

1.0
1.0
2.0
1.0
1.0
1.2
1.8
1.0
1.0
1.4
1.0
1.0
1.0
1.0

4.2
1.6

1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

2.2
1.0

1.2

1.0
1.0

1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.2
1.0

1.0
1.0
1.0
1.0
1.4
1.0
1.0

1.0
1.0
1.8
1.0
1.0
1.0
1.6
1.0
1.0
1.4
1.0
1.0
1.0
1.0

1.0
1.4

1.2
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

2.4
1.0

1.2
ー
1.0
1.0
1.0

1.2

ー

1.0

1.0
1.0
1.0
1.0

－

－
1.2
1.0
1.0
1.2
1.0

1.0
1.0
1.0
－

1.0
1.0
1.0

1.2
1.0
1.2
1.4
1.0
1.2
1.0
－

1.2
ー
1.0
1.0
1.0

1.2

ー

1.0

1.0
1.0
1.0
1.0

－

－
1.2
1.0
1.0
1.2
1.0

1.0
1.0
1.0
－

1.0
1.0
1.0

1.2
1.0
1.2
1.4
1.0
1.2
1.0
－

1.2
ー
1.0
1.0
1.0

1.2

1.0

1.0

1.0
1.0
1.0
1.0

－

－
1.2
1.0
1.0
1.2
1.0

1.0
1.0
1.0
－

1.0
1.0
1.0

1.2
1.0
1.2
1.4
1.0
1.2
1.2
1.0

1.2
ー
1.0
1.0
1.0

1.2

ー

1.0

1.0
1.0
1.0
1.0

－

－
1.2
1.0
1.0
1.2
1.0

1.0
1.0
1.0
－

1.0
1.0
1.0

1.2
1.0
1.2
1.4
1.0
1.2
1.0
－

二酸化
炭　素 ハロン

1301
ハロン
1211 第1種 第2種 第3種 第4種

ハロゲン化物 粉　　末
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1.監視状態
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①電源灯、自動灯が緑色点灯しています。

◎自動監視状態
自動／手動切替スイッチが「自動」の場合、火災が発生すると自動でシステムが作動し
て消火します。
※自動の場合でも手動起動が可能です。

◎手動監視状態
自動／手動切替スイッチが「手動」の場合、火災が発生すると感知器の作動により、起
動灯が点滅、警報ブザーが断続鳴動しますが、消火薬剤は放出されません。

②

起動灯 

自動灯 

警報ブザー 



2.作動方法
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①自動の場合
感知器にて検知し自動で作動します。
モード設定スイッチが「ＡＮＤ」の場合、サーミスタ熱検知器かその他火災感知器のどちらかの
作動により、起動灯が点滅、警報ブザーが断続鳴動しますが、消火薬剤は放出されません。両
方が作動すると、消火薬剤を放出し消火します。

・サーミスタ熱検知器

感知器の種類 ・定温式スポット感知器 （オプション）
・煙感知器 （オプション）
・炎感知器 （オプション）

※［手動起動も可能］
手動起動ボタンを押すことより作動します。

自動灯 

【エイブル本体】 

手動起動ボタン 

自 動 消 火 装 置  
遠  隔  操  作  箱  

【遠隔起動装置】 

②手動の場合
手動ボタンを押すことにより作動します。
火災が発生するとサーミスタ熱検知器または、その他火災感知器の作動により起動灯が点滅、
警報ブザー断続鳴動しますが、消火薬剤は放出されません。



3.作動時の状態
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①起動灯が点灯します。
手動状態時に、サーミスタ熱検知器または、その他火災感知
器が作動した時、また、モード設定スイッチが「ＡＮＤ」時に、
サーミスタ熱検知器かその他火災感知器のどちらかが作動し
た時および、遅延タイマーが作動している時は点滅します。

②警報ブザーが連続鳴動します。
手動状態時に、サーミスタ熱検知器または、その他火災感知
器が作動した時、また、モード設定スイッチが「ＡＮＤ」時
に、サーミスタ熱検知器かその他火災感知器のどちらかが作
動した時および、遅延タイマーが作動している時は「ピッ・
ピッ」の断続鳴動します。

4.異常状態
①停電時の場合
電源灯が消灯し、異常移報を出力します。
予備電源を接続している場合、電源灯が赤色点灯、異常灯が点滅し、異常移報を出力します。
（注）予備電源で動作中に、予備電源の電圧が１２Ｖ以下に下がると、動作保護のため予備電源

の入力を切り離し、装置の電源が完全に切れますので、電源灯が消灯します。

②断線等異常時の場合
断線、短絡、異常の時、対応する制御盤上の異常灯が点灯し、異常灯が点滅します。また、警
報ブザーが「ピッ・ピッ」の間欠鳴動します。

5.作動後の処置
①電源スイッチをＯＦＦにして復旧させてください。

②使用後は、薬剤の充填が必要となりますので、弊社あるいは弊社の販売店までご連絡ください。
（起動装置にガス発生器を使用している場合は、交換が必要となります）

警報ブザー 

起動灯 

異常灯 
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・ＡＣＯ－１５ＢＺ 
　（二酸化炭素／6.8kg） 

・ＡＦＦ－６Ｂ 
　（泡：6.0Ｌ） 
・ＡＤＣ－２０Ｂ 
　（粉末：6.0kg） 

290 250

80
0

80
0

250 250

　（二酸化炭素／4.6kg） 
・ＡＣＯ－１５Ｂ 
　（二酸化炭素／6.8kg） 

　（二酸化炭素／13.3kg） 

　（二酸化炭素／2.0kg） 
・ＡＣＯ－７Ｂ 
　（二酸化炭素／3.2kg） 

・ＡＣ０－６０Ｂ　 
　（二酸化炭素／28kg） 
・ＡＣＯ－１００Ｂ 
　（二酸化炭素／45kg） 

275

58
0

230

290 250

80
0

320

10
30

280

・ＡＣＯ－４Ｂ 

・ＡＣＯ－１０Ｂ ・ＡＣＯ－３０Ｂ 

450400
21
00
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1. 炭酸ガスの理論濃度および設計濃度

炭酸ガス（ＣＯ２）１モルは０℃１気圧のとき４４ｇで２２.４Ｌである。
仮に液化炭酸ガス１ｋｇは、２０℃の大気中に放出されると下記式により５４６Ｌとなる。

ＰＶ＝　　　ＲＴより

Ｖ ＝　　　　 ×０.０８２×２９３

＝５４６Ｌ

Ｐ ：圧力（大気圧：１）
Ｖ ：放出された容積
Ｒ ：０.０８２（理想気体における気体定数）
Ｔ ：絶対温度（２７３＋２０℃） Ｋ゚
Ｗ ：ＣＯ２質量（ｇ）
ｍ ：ＣＯ２１モル（４４ｇ）

参考資料編

2. 炭酸ガスの濃度計算
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空気中の酸素濃度は２１％であり、一般にこの酸素濃度を１５％以下に下げると、燃焼は継続する
ことはできなくなる。この１５％のような濃度を燃焼限界濃度という。酸素濃度２１％から１５％
に下げるために、つまり消火を行うためにどれだけの炭酸ガス量を放出すればよいか、またその
放出された炭酸ガスの濃度は、どのくらいになるかの関係式は

Ｇ＝　　　　　×Ｖ ………………………… ①式

ＣＯ２（％）＝　　　　　×１００ …………… ②式

Ｇ ：放出すべき炭酸ガス量 （ｍ３）
Ｖ ：室容積 （ｍ３）
Ｏ２ ：物質の燃焼限界酸素濃度（％）
ＣＯ２：炭酸ガスの理論濃度 （％）

燃焼限界濃度を１５％とした場合、①式の係数は０.４となる。つまり、体積比で室容積の４０％
に相当する炭酸ガス量を放出すればよいわけで、このときの炭酸ガスの濃度は②式の通りである。
すなわちこの値を２８％にとり、これを炭酸ガスの理論濃度という。
これは理論上の濃度であるので、ガス漏れ等を考慮し２０％の安全率を加えた値を設計濃度という。
この値は、理論濃度２８％の場合には３４％である。
消防法第１７条関係、危険物関係、損保規則等いずれも、上記の基準とガス量算定の基礎として
いる。
表－①は設計濃度３４％に対する規定であり、防護区画を数段階に分けて、それぞれの段階ごとに
１ｍ３当たりの炭酸ガス量を定めてある。この値を容積係数というが、②式に安全率を加味して計
算された値である。

２１－Ｏ２
Ｏ２

２１－Ｏ２
Ｏ２

Ｗ
Ｍ

１０００
４４

消火設備設計施工管理
自治省消防庁予防課監修
日本管工事工業協会より
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同様に、当社の各種消火装置の消火薬剤量における放出されるガス量をＣＯ２濃度２８％と３４％
における室の容積の関係は次の表で示す。

この表は、密閉された室を想定しており、開口部がある場合はＣＯ２濃度は変わりますので一定の目安としてくだ
さい。

（濃度における影響の引用文献）
『火災における燃焼生成物の毒性に関する調査研究報告書』 Ｓ６２.２財団法人　日本防災協会

また、米国防火協会（ＮＦＰＡ）によると、炭酸ガスは動物の吐く息の中にも存在し、それ自身毒性
もなく、中毒性も弱いと言われています。できるだけ長い間息を止めていると、炭酸ガスの濃度は体
積比で６％程度まで容易に達することが知られています。炭酸ガスの濃度が増すと自律神経の呼吸器
官に対する刺激が活発となり、実験によれば３～４％炭酸ガスを含む空気は呼吸を早くさせますが、
比較的短い時間その中にいるだけでは、たいした影響はありません。
約９％という濃度は、大抵の人が数分間、意識を失わないで耐えることができます。この濃度を越え
ると意識を失い、約２０％の濃度では、患者を新鮮な空気のある場所に運び出さない限り２０～３０分
で死亡となります。このように放出されたガスは、濃度が９％以上になると非常に危険です。

液化炭酸ガス量
（ｋｇ）

窒息消火

炭酸ガス自体には毒性はないが、窒息消火を目的としており、その窒息作用により人体に影響
を与える。
全域放出方式の炭酸ガスは、ガス濃度を４０％として設定されているので、防護区画内に入っ
た場合には人体に悪影響を与える。

比　　重

３％

炭酸ガスの比重は空気より重い（１.５３）ので地下ピット等に滞留し易いので、消火後も注意
を要する。

濃
度
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響

呼吸困難、頭痛、嘔吐、眩惑、弱い麻酔性、聴覚の減退、血圧・脈拍の増加

４％ 頭痛

５％ ３０分後に被毒の兆候、頭痛、発汗、眩惑

８％ 眩惑、昏睡、人事不詳

９％ 明瞭な呼吸困難、血圧の喪失、充血、４時間後に死亡

１０％以上 視力障害、痙攣、過呼吸、血圧冗進、意識消失

２５％以上 中枢神経の抑制、昏睡、痙攣、窒息死

３.２
４.６
６.８
１３.３
２８.０
４５.０

１.７４７
２.５１１
３.７１３
７.２６２
１５.２８８
２４.５７２

４.３６
６.２７
９.２８
１８.１６
３８.２２
６１.４３

３.４
５.０
７.４
１４.５
３０.５
４９.１

２０℃における放出
されるガス量
（ｍ３）

理 論 濃 度
ＣＯ２濃度２８％に
おける室の容積
①式およびＡより
Ｇ＝０.４Ｖ（ｍ３）

理 論 濃 度
ＣＯ２濃度３４％に
おける室の容積
２０％の安全率より
Ｂ×０.８（ｍ３）

Ａ Ｂ Ｃ

表－②

表－③

3. 炭酸ガスの消火効果と放出による危険性について



4. サーミスターセンサーの温度特性

参考資料編

下記に、サーミスターセンサー「ＤＴＡ－２」の抵抗値－温度特性を示します。

標準設定温度下限の６０〔℃〕では、１２.３〔ｋΩ〕、上限の１２０〔℃〕では、１.９〔ｋΩ〕となります。

１２０〔℃〕以上の設定をされる場合には、信号変換器「ＴＴＡ－２」（高温用）を使用してください。
サーミスターセンサーの抵抗値は、下記グラフの値を参考にしてください。

計算式で近似抵抗値を求めることができます。

Ｒ＝Ｒ２５　ｅｘｐＢ（１／Ｔ－１／Ｔ２５）

例）１００℃での抵抗値

Ｒ＝Ｒ１００　ｅｘｐ３９７０（１／３７３－１／２９８）＝３.４４０〔ｋΩ〕
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kΩ 1000

500

200

100
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20
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5

2

1

0.5

0.2

温度（℃） 

0.1

350℃ 300 250 200 150 100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0 -5℃ 

抵
抗
（
kΩ
）
 

Ｒ　 ：求めたい温度（Ｔ〔Ｋ〕）での抵抗値
Ｒ２５ ：２５〔℃〕（２７３＋２５〔Ｋ〕）の抵抗値（５０.０ｋΩ）
Ｂ定数：３９７０〔Ｋ〕±２〔％〕



5. Q&A

参考資料編参考資料編

Ｑ１：エイブルの制御盤には、感知移報と作動移報がありますが、何が違うのですか？
Ａ１：制御盤には、作動条件として、２種類のセンサーを用いた場合、

・ＯＲモードとＡＮＤモードの選択ができます。
・ＯＲモードに設定した場合、いずれのセンサーが感知しても、感知と作動がほぼ同時と
なりますが、ＡＮＤモードでは、両方のセンサーが感知しないと作動にならず、いずれか
一方の感知では感知移報だけ出力します。ＡＮＤモードに設定し、高感度センサーと標準
センサーを用いることにより、感知移報を、注意警報として使うこともできます。

Ｑ２：ハロスター（ハロン）からエイブル（ＣＯ２）に変更するときの注意事項を教えてほしい。
Ａ２：薬剤性能だけで考えると、ハロン１３０１からＣＯ２に変更する場合、対象物が密閉空間と見

なしてよければ、薬剤量を約３倍にすれば可となりますが、燃焼物の違い、開口率等構造
の違い、また圧力の違いによる配管接続方法等考慮すべき点が多々あります。確認実験等
が必要な場合もありますので、当社にお問合わせください。

Ｑ３：エイブルに感知器を10個位取り付けたいが可能ですか？
Ａ３：制御盤には、専用サーミスタセンサーと感知器（自火報用、接点式）を接続することがで

きます。サーミスタセンサーは標準で２本、信号変換器（ＴＴＡ－２）を付加すれば、計４
本まで接続できます。感知器接続端子（Ｌ１、Ｃ）の感知回路は自火報受信機と同様な回路
構成になっていますので、自火報用の定温、差動、煙感知器であれば、１０個以上接続する
ことができます。（煙感知器は、最大２０個まで）

Ｑ４：エイブル用温度センサーの感知速度はどの位ですか？
Ａ４：温度センサーの応答速度は「熱時定数」で表しますが、媒体（気体、液体、等）の熱容量、

熱伝導率等で異なるため、条件を決める必要があります。
・水（湯）の場合………２０℃のセンサーを、９０℃以上の湯に浸けると約１０秒後にセン

サーは６０℃位になります。
・空気（温風）の場合…２０℃のセンサーを、１００℃、風速１ｍの温風中に入れると約４０

秒後にセンサーは６０℃になります。
（炎にふれると、２～３秒で、２０℃から６０℃になります。）

Ｑ５：感知器作動後、薬剤放出までに、約20秒のタイマーを設けたいが、可能ですか？
Ａ５：０～９９秒まで設定できます。

Ｑ６：AFFー6B型（エイブル）の薬剤量は6Lだがもっと薬剤量の多いタイプはないのですか？
Ａ６：ＡＦＦ（機械泡）は６Ｌタイプだけです。薬剤量が不足する場合には、２台、３台と増設

し、連動させてください。１台目の起動出力（無電圧Ａ接点）を２台目の感知器入力また
は、遠隔起動（手動起動）入力に接続することにより、２台の連動となります。センサー
類（感知器）も含め、種々の接続、構成が可能です。当社に連絡してください。
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Ｑ７：エイブル用熱検知器（サーミスタ）の設定温度を150℃にしたいが、可能ですか？
Ａ７：１２０～３００℃については、増設用信号変換器（ＴＴＡ－２）の特注品として対応しています。

１００～２００℃、１６０～２６０℃、２４０～３００℃の３種類を準備していますが、いずれも標
準在庫品ではありませんので、当社に確認してください。なお２５０℃以上で使用する場合
サーミスタセンサーも高温仕様（特注）となりますので、注意してください。

Ｑ８：エイブルには、120〔℃〕以上で使用する高温仕様（特注）がありますが、温度設定は、ど
の様にすれば良いのですか？

Ａ８：作動温度におけるサーミスタ抵抗値に相当するダミー抵抗をセンサー接続端子に接続し、
設定ボリュームを調整し設定します。この方法で設定すると約±５％の範囲で設定できま
すが、より正確に設定するためには、シリコンオイル等沸点の高い液体を加熱し、温度計
で測定しながら調整・設定してください。

Ｑ９：エイブル（ＡＣＯ型）のガス量はどの様にして決めるのですか？
Ａ９：全域放出方式の場合、防護空間の容積、開口部の面積、可燃物（危険物）の種類、および自

動閉鎖装置の有無等で算出します。
最低必要ガス量（Ｗ）＝Ｗ１＋Ｗ２

Ｗ１＝Ｖ１＋Ｋ１＋Ｋ２
Ｗ２＝Ａ＋Ｋ３
Ｖ１：防護空間の容積〔ｍ３〕
Ｋ１：単位体積当たりの薬剤量（Ｖ１の大きさで異なる）
Ｋ２：燃焼物（危険物）の種類による係数
Ａ：開口部の面積〔ｍ２〕
Ｋ３：自動閉鎖装置が無い場合、燃焼物の種類によって異なる係数
（Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３は消防法施行規則　第１９条参照）
局所放出の場合も、同様に局所用計算式があります。いずれの場合も、
消防法施行規則　第１９条を参照して、計算してください。

設計基準編（Ｐ７２～７４）に、設計例を紹介していますので、参考にしてください。

Ｑ１０：エイブル用熱検知器（サーミスタ）を2個使用し、ＡＮＤ動作にしたいが、可能ですか？
Ａ１０：１個は、ＴＨ１－ＴＣ（またはＴＨ２－ＴＣ）に接続し、他方はＴＴＡ－２を使用してください。

片方の作動で感知移報、両方の作動で、起動となります。また２個の設定温度に差（高低）
をつけると、感知移報をプレアラームとして扱うこともできます。

Ｑ１１：エイブル、エスピオの端子台に、接続できる電線サイズは、いくらまでですか？
Ａ１１：エスピオ…ＡＣ入力端子　１．６φ（２．５ｍｍ２）

他の端子　　 １．５ｍｍ２（ＡＷＧ１６）
エイブル…全て２．５ｍｍ２（ＡＷＧ１４）

＊電源線以外は撚り線を使用してください。
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Ｑ１２：エイブルには、センサー配線の断線監視・警報機能が付いていますが、移報出力を出すこ
とはできますか？

Ａ１２：対応可能です。無電圧接点（ＤＣ３０Ｖ・１．０Ａ）ですので、電気容量に注意してください。
ダンパー、排気ファン等、外部機器を制御される場合、当社にご連絡ください。

Ｑ１３：エイブルの作動温度を300℃以上または、感知器の周囲温度が－10℃以下の環境で使用
したいのですが？

Ａ１３：熱電対式温度調節計（下限バーンアウト付：チノー製ＤＢ１１１０－０００、等）をＬ１・Ｃ・ＴＤ
に接続して、感知器の替わりにＫ型熱電対を使用してください。





ACO-4B ACO-15BZ AFF-6B 
ACO-7B  ADC-20B 
ACO-10B 
ACO-15B 
ACO-30B  
ACO-60B 
ACO-100B

仕様・設置・点検 

取扱説明書 

適応機種 

エイブル 

ビル防災設備　プラント防災設備　避難警報設備　各種消火器 

〒108-0071 東京都港区白金台5-17-2 

TEL.03-3446-7151（代） FAX.03-3446-7160 

〒537-0001 大阪市東成区深江北2-1-10 

TEL.06-6976-0701（代） FAX.06-6976-0802 

〒461-0004 名古屋市東区葵1-1-22 KT葵ビル3F 

TEL.052-856-0701 FAX.052-856-0699 

〒065-0027 札幌市東区北27条東19丁目1-1 

TEL.011-780-1700 FAX.011-780-1701 

〒984-0012 仙台市若林区六丁の目中町6-1 

TEL.022-287-9531 FAX.022-287-9534 
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TEL.048-652-1345 FAX.048-652-1321 

〒241-0031 横浜市旭区今宿西町426-1 

TEL.045-954-4411 FAX.045-954-4422 

〒422-8005 静岡市駿河区池田231-1 

TEL.054-263-0119 FAX.054-262-7741 
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TEL.072-361-5911 FAX.072-361-6370 
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TEL.0297-84-4451 FAX.0297-84-4716 

〒300-1312 茨城県稲敷郡河内町長竿道前1951 

TEL.0297-84-4711 FAX.0297-84-4712 

〒243-0021 神奈川県厚木市岡田3-6-35 

TEL.046-226-8162 FAX.046-228-7880 

〒587-0042 大阪府堺市美原区木材通2-2-38 

TEL.072-361-7518 FAX.072-361-7519
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関東物流センター 
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